
第 9 章 ホモ・サピエンス（現生人類）の誕生と世界への分散（20 万年前～1 万年前） 

私たち人類に直接つながるホモ・サピエンスは、20 万年前ごろに、東アフリカのホモ・ハ

イデルベルゲンシスが進化して誕生しました。ホモ・サピエンスはとくに言語能力にすぐれ、

石器をはじめとする道具の製作や使用にすぐれているばかりでなく、文化、知性、相互理解、

洞察力、助けあう心、慈
いつく

しむ心などを急速に発展させました。 

20 世紀の後半に発展した分子遺伝学によって、このホモ・サピエンスはアフリカで進化し、

そのうちの 1 つの出アフリカ・グループが、8 万～6 万年前以前にアフリカを後にして、ア

フリカからアジアへ移動し、その後、世界に分散していったことがわかりました。

このホモ・サピエンスの世界への分散は、東アジアから当時陸地化していたベーリング海峡

を渡り、南北アメリカを南下し、1 万 500 年前には南アメリカの先端のフェゴ諸島にまで到

達しました。 

ここに出アメリカをしたホモ・サピエンスの世界への分散の旅（グレート・ジャーニー）は、

大まかなところで終わったとされました（その後も、太平洋の島々などへの移住はありまし

た）。 

ここではホモサピエンスのアフリカア内での生活と、アフリカを出て、世界に分散していっ

た様子を記すことにします。 

【９－１】アフリカ時代のホモ・サピエンス 

◇ホモ・サピエンスの誕生（20 万年前）

1967 年、ケニアの古人類学者リチャード・リーキー（1944 年～））率いるチームが、エチ

オピアのアファール低地のオモ川下流のキビシュ層（図 8－1 参照）で、現生人類の化石（頭

骨 2 個と一体分の骨格の一部）を発掘しました。その化石はおよそ 13 万年前のものと見な

されました。 

それから 30 年後の 1997 年、ティム・ホワイト、諏訪元らのグループがアファール低地の

アワッシュ川中流域のヘルト村（図 8－1 参照）で現生人類の化石（子供の頭骨 1 個と大人

の頭骨 2 個）を発見しました。その化石は 16 万年前のものと推定されました。発見者たち

は、ホモ・サピエンス・イダルツと名付けましたが、イダルツとはアファール語で「年長者」

を意味します。 

その後、2005 年になって、イアン・マクドウーガル率いる地質学者と人類学者のチームが、

リーキーが化石を発見した発掘現場を再調査して、その化石は 19 万 5000 年前のものであ

ると結論づけました。こうして現在ではオモの化石が、世界最古のホモ・サピエンス（現生

人類）の化石とされています。 

その他に、スーダンのシンガ、タンザニアのラエトリ、モロッコのジェベリルー、南アフリ

カのボーダー洞窟とクラシーズ河口でも、初期のホモ・サピエンスの化石が発見されました。

これらはすべて 20 万年～10 万年前のものでホモ・サピエンスの特徴を備えていましたが、

その形態には多少の変異が見られました。 
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私たち人類に直接つながるホモ・サピエンスは、20 万年前ごろに、東アフリカのホモ・ハ

イデルベルゲンシスが進化して誕生しました。現生人類ホモ・サピエンスは、ラテン語で「賢

い人間」を意味します。 

ホモ・サピエンスが誕生してしばらくしてから、地球環境は急に。悪化しはじめました。19

万 5000 年ほど前のことですが、ここから寒冷で乾燥した気候が支配するようになり、アフ

リカ大陸の大部分は居住に適さない土地となりました。 

これは地球科学で海洋酸素同位体ステージ 6（MIS6。深海底ボーリングコア中の有孔虫の

殻の酸素同位体比率から、古海洋水温の変動を推測したもの）と呼ばれる時期の始まりで、

ここからリス期の長い氷期に入っていきました（表 8-1、図 8-5 参照）。人類に必要な食物

を確保することが難しくなり、こうした状態が 12 万 3000 年前まで続きました。 

この氷期に直面した結果、ホモ・サピエンスの数は大幅に減少しました。このように人口が

危機的と言えるほど減る事象を「進化のボトルネック現象」と言いますが、ボトル瓶の狭い

部分のように、人口が極度に減少したことを意味しています。このとき、ホモ・サピエンス

のは 1000 人を切るほどまでに減ったと推定されています。現在の人類は、こうした世界的

な寒冷期を生き延びた小集団の末裔なのです。これはミトコンドリアの DNA 分析から確認

されてことです。 

（2017 年 6 月のイギリスの科学誌ネイチャーは、ドイツのマックス・プランク進化人類研

究所などの研究チームが、アフリカ北部のモロッコで、30 万年前のものとみられる初期の

現生人類ホモ・サピエンスの骨を発見したと報じました。研究チームは、モロッコにあるジ

ェベル・イルード遺跡で、頭骨の一部や上顎などを見つけました。目の周りや上顎の形が現

代人と似ている、同じ地層から見つかった石器や以前発掘された歯の年代測定の結果、30

万年前のものとみられるという。アフリカ南部でも、26 万年前とされる初期ホモ・サピエ

ンスとみられる化石が見つかっており、研究チームは「進化はアフリカ東部に限らず、全土

で徐々に進んだ可能性がある」と結論づけています。ホモ・サピエンスの誕生の時期につい

て、今後の研究を待つ必要があるようです。） 

《ホモ・サピエンスの脳の質的変化》 

ホモ・サピエンスの脳容量ほぼ 1450 立方センチメートルになりましたが、もはや、それ以

上にはならなくなりました。おそらく大きな頭を持つことの、出産におけるリスクが制約と

なっているのでしょう。 

むしろホモ・サピエンスの時代には、その質的変化が重要であります。人類学では、ホモ・

サピエンスの頭骨を短頭・高頭といっていますが、これは前頭骨が高くなり、ひたいの膨ら

みが増していることで、これは脳の新皮質の前頭葉が大きくなったことを示しています。 

イギリスの人類学者ロビン・ダンバー（1947 年～）の理論によりますと、多くの種で新皮

質の相対的なサイズがいくつかの社会的な変数、例えば社会集団の規模や求愛行動の複雑

さなどと相関していると指摘しています。チンパンジーでは新皮質が脳の 50％を占めてい

ますが、現代人ではそれが 80%です。ダンバーは 50 万年前の初期のホモ・サピエンス（ホ

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A9%E3%83%86%E3%83%B3%E8%AA%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%BA%E9%96%93
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9C%89%E5%AD%94%E8%99%AB
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モ・ハイデルベルゲンシスを初期のホモ・サピエンスとする見方もあります）で新皮質の重

大な進化が起きたと主張しています。 

彼は、また、人間にとって、平均約 150 人（100～230 人）が「それぞれと安定した関係を

維持できる個体数の認知的上限」であるという｢ダンバー数｣の定式化でよく知られていま

す。これは今後、人間の集団の行動を見るのに重要であります。集団の大きさはそれを認知

できる脳の大きさ、つまり、大脳の新皮質の割合と認知能力＝集団の大きさは図９－１のよ

うな関係が見られると指摘しています。 

つまり、ヒトの認知能力は 150 人であり、この数字は現在アフリカなどで狩猟採取を行な

っている集団の平均値 153 人とかさなるといわれています。いくら情報技術が進んでも人

間個人の「それぞれと安定した関係を維持できる個体数の認知的上限」には､限度があるよ

うで、これはこれからの社会システムを構築していくのにも考慮しておくべきことでしょ

う。 

（現在、狩猟採取をやっていない私たちも、そのご先祖がホモ・ハビリスの 250 万年前か

ら農業をはじめる 1 万年前まで狩猟採集をやっていたのですから、この数字を無視するわ

けにはいかないようです。この 1 万年で人間の脳のハードウェアはあまり変っていません。

現代でも組織論で〇〇以下の中小企業なら 1 人の経営者で経営できるが、それ以上になる

と経営組織を整えないと経営が難しくなるといふうに、ヒトの認知能力には限界があるよ

うです）。 

図９－１ 大脳新皮質と集団の大きさの関係 

 

 

ホモ・サピエンスは、もはや新皮質の前頭葉の増大や脳容量の増大ではなく、脳の質的変化
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であったといわれますが、それに最も貢献したのは言語能力の増大であったといわれてい

ます。私たちが言葉を操
あやつ

るとき、脳の新皮質の部分が活発に活動します。中でも、側頭部

のブローカ野と呼ばれる部分は、言葉を聞き、返答するときに、単語の意味を解読し、筋肉

を精密に操るという点で発音時に重要な役割を果たしています。 

これは肉体的には、喉頭
こうとう

と声帯がきちんとできていて、脳、声、意識が、三位一体でパッケ

ージになっていなければならないとされています。ブローカ野に損傷を受けると、ブローカ

失語の症状を示し、文法的に複雑な文章を作り出すことが不可能になります。そして、最近

の遺伝子分析から、このブローカ野の活動に大きな影響を与えているのが言語遺伝子

FOXP2 であることがわかりました。 

この言語遺伝子 FOXP2 は第 7 染色体にある遺伝子で、この遺伝子が言語に影響を与える

現在の形になったのは、分子時計の考えで調べたところ、20 万年前という結果になり、ま

さにホモ・サピエンスへの進化によって得られたものであることがわかりました。 

しかし、20 万年前の言語遺伝子 FOXP2 の誕生と同時にホモ・サピエンスの言語能力が突

然できたというものではなく、言語能力については、180 万年前のホモ・エレクトスの時代

から、ヒトの進化の過程で徐々に形成されきたことは述べました。 

その後も 70 万年～60 万年前に、喉頭が喉の下方に移動し、喉頭と舌根をつなぐ舌骨も発声

を助ける位置に変わり、多様な音を出せるようになりました。この変化はホモ・ハイデルベ

ルゲンシスの時代に生じており、ネアンデルタール人にも舌骨が備わっていました。話すの

に欠かせない特別な呼吸法をホモ・サピエンスが会得したのも、この時代以降だと考えられ

ています。 

そのような言語能力の総仕上げとして、言語遺伝子 FOXP2 が言語の統合能力をスイッチオ

ンさせたと考えられています。 

 現代人は、なんらかの障害がない限り、すべての人間は言葉を学ぶ能力をもち、2～3 歳

の子供のころから言葉を覚えます。どんな言葉でも、言語の習得能力に違いはみられず、ま

た言語にかかわる中枢もみな同じです。そしてこれらの事実は、言語が全てのヒトに共通す

る生物学的基盤の上に成立していることを明らかに示しています。 

《知恵の外部化、文化化》 

ホモ・ハビリスのころ、石器が発明されましたが、それが便利であったので、他のものが真

似をして模倣し、やがて集団内に、全ホモ・ハビリスに伝播したと述べました。この「創造

と模倣・伝播」が複雑な言葉があれば、ずっと容易にできるようになります。 

ホモ・サピエンスは、この言葉の向上によって、石器をはじめとする道具の製作や使用、共

同作業などの新たなハードやソフトを生みだしただけではなく、たとえば、文化、知性、相

互理解、洞察力、助けあう心、慈
いつく

しむ心などを急速に発展させるようにもなり、人類は明

らかに他の生物と一線を画しはじめました。 

人類を含む動物は遺伝子の変化で環境の変化に適応（進化）してきましたが、大変長い時間

がかかることは再三述べてきたところです。しかし、人類はこのときから遺伝子の変化だけ
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でなく、一言で言えば、言葉によって、つまり文化によって（私はこれを社会システムと言

っていますが）、環境変化に適応するようになったのです。 

前述しましたように、ヒトには一人一人の認知能力には限界があります。しかし、一人の人

間が「創造」した石器や道具、あるいは壁画などが、言葉で伝えられ、他の者に「模倣・伝

播」していき、それに他の者の「創造」が加えられるようになっていきました。 

つまり、言葉によって新しい仕組みや社会システム（これが「文化」ですが）が積み重ねら

れるようになりました。これからのホモ・サピエンスは文化力によって進化していったので

す。たとえば、アインシュタインは人類最大の科学者でした。しかし、彼が他の人間の何百

倍もの認知能力を持っていたというわけではなく、20 世紀初めまでに人類が築いてきた科

学システムの（彼はそれをマスターし）最先端のところに彼の独創的な理論を付加したので

す。人類の成功は自己能力の外部化、文化化、その積み重ねにあったのです。 

◇ホモ・サピエンスの石器製作技術の進歩～中期旧石器時代 

 哺乳類の中でも霊長類は一種の社会を構成し、分担をきめて共同作業を行ってきたこと

は述べました。そのなかで類人猿、猿人、原人と進むにしたがって、人類はその方向に進化

してきたことも述べました。そしてホモ・サピエンスになって、言語能力が格段に向上し、

その共同作業がしやすくなりました。 

 狩猟採集はグループの共同作業で行われましたが、それだけでなく、グループ内およびグ

ループ間では、食料や労働、子どもの世話、重要な情報（水、敵の動向、食べ物がどこで手

に入るかなど）も共有されるようになりました。技術も言葉を通して共有されるようになり、

進歩が速くなりました。 

人類の石器製作技術の進歩は、図 8-10 のように前期旧石器時代・中期旧石器時代・後期旧

石器時代の 3 期に分けて追っていくことができるということはすでに述べましたが、ホモ・

サピエンスのアフリカ時代はまさに中期旧石器時代でした。 

20 万年前に誕生したホモ・サピエンスは、それに先行するホモ・ハイデルベルゲンシスが

使っていた石器を引継ぎ、大きくて危険な草食動物も狩
か

れるようになっていました。ホモ・

サピエンスは、尖頭器を発明しましたが、尖頭器は両面を二次加工した剥片
はくへん

で、槍の先端部

になるように尖頭にされていました。 

その頃には複数の部品を組み合わせる道具がつくられていましたが、これもおそらく共同

作業のたまものでしょう。その典型的なものが細石器でした。この石器はタンザニアのムン

バにある７万年前ごろの岩場の居住地で初めて見つかりました。この細石器は、長さは 25

ミリ以下で、小さな石刃や石刃の切片から小さいが精密に調製された道具が作られました。

用途は幅広く、ことに槍、小刀、矢など、柄をつけた複雑な道具や武器に利用されました。

武器につけた細石器は損傷しても簡単に修理したり、つけ替えたりすることができました。

これらはもっとも洗練された石器であり、アフリカのホモ・サピエンスが発明した特徴的な

ものでした。 

時代が下がるとさらに便利な道具（投槍器
とうそうき

や弓など）が登場し、4 万年前以降になりますと、
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その多くに高度な装飾が施されるようになりました。たとえば、ピレネー山脈に点在する複

数の遺跡で発見された似通った 5 本の投槍器はいずれもアイベックス（ヤギ属）の形に彫

られていて、共通の技巧的伝統があり、おそらく徒弟制度のようなものがあったのではない

かと思われます。その上、投槍器は弓と同様「道具を使うための道具」（この場合は槍を遠

くへ飛ばすための道具）であり、まったく新しい種類の複雑さです。 

 ホモ・サピエンスは骨や角など、石以外の素材を使った道具や武器もつくりはじめていま

した。アフリカには 10 万年前までさかのぼる骨器の証拠がたくさんあります。南アフリカ

のブロンボス洞窟で 8 万 4000 年～7 万 6000 年前の精巧な加工の骨角器（槍の穂先と思わ

れます）が作られていました。7 万年前のカタンダの銛
もり

の先端のように逆トゲがついている

骨器もありました。このようにアフリカの中期旧石器時代には、さまざまな様式の細石器や

骨器が登場していました。 

 石臼はホモ・ハイデルベルゲンシスの時代に発明されて、アフリカで早くから使用されて

いましたが、二つの異なる機能がありました。一つは食物をすりつぶすこと、もう一つは、

岩の塊から赤、黄色、黄土色といった鉱物の顔料をすりつぶすことでした。この顔料の製法

は知的進化に大いに関係しているので、後ほど述べます。 

このようにホモ・サピエンスは道具製作の面でも能力を発揮し、すでにアフリカにいる段階

で、その後、ヨーロッパやその他の地域で発見される高度な石器や骨角器などを発明してい

たことがわかりました。 

《海岸生物採集をはじめたホモ・サピエンス》   

19 万年前から 13 万年前にかけて続いた厳しい氷期（リス期の氷期）のために、人類がカロ

リーとタンパク源としていた獲物はほとんど消えてしまいました。この時期、ホモ・サピエ

ンスはギリギリの極限状態に生き伸びていたようです。このような飢餓の中で、だれかが浜

の貝や海洋生物を採って食べたら食べられることがわかったのでしょう。タンパク質に富

むそれらの食物は栄養価が高く、脳によく、また簡単に採ることができることがわかりまし

た。 

このようにしてホモ・サピエンスが 14 万年前から新しい生計の形として、海岸生物採集と

いう方法を加えたことは特筆されることです。海岸採集の遺跡は南アフリカのクラシーズ

川の河口でも見られますが、エリトリアの紅海沿岸アブドルにも海岸採集の遺跡がありま

す。そこでは、カキの貝殻はつい前日に捨てられたばかりのようです。 

化石化した貝塚の貝に固められて黒曜石の剥片道具が突き出していました。その形からは

っきりと加工されたものであることがわかりますが、そこからもっとも近い黒曜石の産出

場所でも 20 キロは離れていますので、海岸まで運ばれてきたものと思われます。貝塚、屠殺
と さ つ

された動物の骨、黒曜石の剥片の加工品などから、この海岸に住んでいたホモ・サピエンス

が雑食をしていたことが分かります。 

《交易のはじまり》 

さまざまなホモ・サピエンスの行為のなかで、驚くべきことは、長距離間の交換、つまり、
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道具や未加工の黒曜石といった重要な物を携えて、300 キロもの距離を交易あるいは移動し

たということであります。少なくとも 14 万年前から始まっていたと考えられています。黒

曜石は割ると非常に鋭い破断面を示すことから先史時代から世界各地でナイフや鏃
やじり

、槍の

穂先などの石器として長く使用されました。人類最初の（国際）交易品であったようです。 

すでに人間には自分が協力した場合の損得を計算できる能力もあったようです。それまで、

人間にとって赤の他人は絶えず警戒の対象であり、まかりまちがえば、闘いがはじまる関係

にありましたが、好ましい状況にあれば、ギブアンドテイクの互恵性で、その人を信用する

ようになったのです。そのためには新しく獲得した言語能力で意思疎通ができるようにな

ったことが大いに役立ったことでしょう。動物種のなかでこういった社会的信頼を発達さ

せたのはホモ・サピエンスだけでした。 

こうした長距離の交易ネットワークは、いざというと時の避難所を確保できる保険ともな

りましたし、交易に伴って異なる集団間でコミュニケーションをとることで文化の革新的

要素を速やかに伝播させる媒介にもなりました。さらに、異集団間での婚姻という形で、外

部から遺伝子を相互に受け入れるのにも役立ったでしょう。そうした際に重要な役割を果

たしたのは装身具に用いられたビーズなどだったのでしょう。 

《芸術をもったホモ・サピエンス》 

 美術的表現の兆候は、早くも 10 万年以上前に出現していました。南アフリカのディープ

クルーフ岩窟住居で、彫刻された卵の殻が発見されました。イスラエルのスフール洞窟で発

見されたビーズは 13 万 5000 年～10 万年前のものですが、モロッコのピジョン洞窟で見つ

かったビーズは 8 万年前のものでした。アフリカ大陸の最南端のケープタウンから車で 2

時間ほどのインド洋に面したブロンボス洞窟からは、7 万 6000 年前の 41 個の貝殻を使っ

たビーズの首飾りなども発見されています。また、ダチョウの卵の殻に穴をあけたビーズは、

6 万年前までさかのぼるものと思われます。小貝殻が入手できない内陸では、硬い素材であ

るダチョウの卵殻をビーズ材料に用いていたようです。 

首飾りをつくったりすることは自らを飾る行為、これこそ人類が自我をもちはじめた証拠

であると考えられています。このようなものがヨーロッパに現れるのは 4 万年前からであ

り、アフリカのホモ・サピエンスが出アフリカのときに、すでにその能力をもっていたのこ

とがわかります。 

さらにブロンボス洞窟からは、オーカーと呼ばれる赤い鉄鉱石のかけらが発見されました

<10 万年前）。この石をこすりあわせると赤い粉末が落ちます。この粉を使って、ホモ・サ

ピエンスは壁に模様を描いたり、体や顔に塗って装飾に使っていました。10 万年以上前の

ものと推定される擦
す

れた面をもつヘマタイト（赤鉄鉱）鉛筆も、南アフリカ各地で発見され

ています。 

具象壁画のはっきりした最初の証拠は、ヨーロッパではなく南アフリカのナミビアで発見

されています。その推定年代は 6 万年前から 4 万年前のあいだとされていいます。現時点

で世界最古の絵画は、スペインのエル・カスティージョ洞窟の赤い円と、ヨーロッパから遠
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く離れたスラウェシ島（インドネシア）のティンプセン洞窟の手形（どちらも約 4 万年前）

です。ティンプセン洞窟では豚のような動物が描かれています。当時、ヨーロッパ以外でも

美術品が生まれていた証拠です。ヨーロッパではこのあと有名なショーベの壁画やアルタ

ミラの壁画が現れますが、それについてはヨーロッパの歴史で述べます。 

オーストラリア先住民の洞窟壁画で最古とされるものが現れるのはこのすぐ後（2 万 8000

年前）で、2 万年前以降には世界各地でさまざまな美術様式が見られるようになりました。

この時期には、ドイツのホーレ・フェルスで発見された女性の姿を彫ったペンダント（約 4

万年前）のように、「持ち運びできる」美術品も制作されました。「ホーレ・フェルスのヴィ

ーナス」と呼ばれるこの作品は、知られている限りでは人をかたどった最古の例です。焼き

物の像として最も古いクロアチアで発見された「ドルニー・ヴェスト二ツェのヴィーナス」

は 2万 9000年～2万 5000年前に作られたもので、作者が火の効果を試してみたようです。

象牙や骨、鹿角の彫像などのほか、東ヨーロッパでは粘土を焼いて動物や人間の小像を作っ

ていました。これらの作品の意味合いは推測するしかありませんが、その美術的能力はアフ

リカにいたホモ・サイエンスの時代から備わっていたと考えられます。 

抽象的な図案や幾何学模様も発見されています。例えばブロンボス洞窟では、赤みを帯びた

黄土がブロック状に形成され、その表面に繊細な網目状の図案が刻まれていました。やはり

南アフリカのディープクルーフ洞窟で見つかったダチョウの卵の殻に複雑な幾何学模様が

刻まれていました。 

これらの事実は、ホモ・サピエンスがそれまでにはない脳の使い方をはじめたことを意味し

ています。壁画、幾何学模様などの物的なものしか遺物として残っていませんが、そこには

ホモ・サピエンスが芸術や儀式などの抽象的な思考を持ちはじめていたことがわかります。

それらは高度な言語を通じてはじめて可能になることでした。 

《衣服の発明》 

初期のホモ・サピエンスやネアンデルタール人が顔料を用いていたこと、装飾品を身につけ

ていたことについては、前述しましたように物的な証拠があります。しかし、地中に埋もれ

た衣服は残りませんので、衣服については間接的なことしか言えません。 

生物学的な見地から、極寒の氷河期には、北半球に住む人類は体を覆う直線裁ちの衣服を必

要としただろうと推測されています。寒さに強い体だったと考えられていますネアンデル

タール人でさえ、体の少なくとも 80％（とくに手と足）を覆う必要がありました。 

もうひとつ、外部寄生虫の研究も手がかりになります。コロモジラミは衣服につくように適

応した昆虫ですが、DNA を調べた結果、アタマジラミから分かれたのが少なくとも 17 万

年前と推測されます。このころ衣服を着るようになったので、コロモジラミが誕生したとい

う説があります。 

世界最古の衣服はおそらく動物の皮を使って作られたでしょう。ドイツのノイマルク‣ノル

ト遺跡でタンニンで染めた生物素材のかけらが石器に貼りついているのが発見され、この

ことから、10 万年以上前のネアンデルタール人は動物の皮をなめす技術を会得していたと
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考えられています。彼らは針をもっていませんでしたが、突き刺したり突き通したりできる

よう工夫した道具を使って、いくつかに切り分けた革や毛皮を縫い合わせていたのでしょ

う。 

ホモ・サピエンスはシベリアのマリタ遺跡（2 万 3000 年前）で骨製の針が発見されていま

すので、フードつきの体全体を覆う服が作られていたようです。植物で布地を織る技術はホ

モ・サピエンスから始まったようです。ジョージアのジュジュアナ洞窟で、染色した植物繊

維（3 万年前）が見つかっています。少なくとも 2 万 8000 年前には布地を織っていたこと

が、他の遺跡からもわかりました。 

《宗教の誕生》 

 人類が死という概念を認識したことを示す最初の証拠は、遺体を「隠す」、または 1 ヵ所

に集めるという風習でした。9 万 2000 年前に、イスラエルのカフゼーとスフールでは多数

のホモ・サピエンスが埋葬されました。そのなかには若者や子供が一緒に埋葬されている事

例や、10 代の子供の胸に鹿の角が置かれている事例があります。4 万年前以降は埋葬され

る場合が増え、何らかの品物と一緒に埋められるケースも多くなりました。ロシアのスンギ

ールでは、1 つの墓に 2 人の子供が合葬され、槍や多数のビーズ、赤い顔料で色づけした大

人の大腿骨が 1 本添えられているのが見つかりました（2 万 5000 年前）。ただ、このよう

な豪華な墓は稀でした。もっと簡単な埋葬が一般的で、遺体をいくつかに分解して別々に埋

葬することもありました。 

このようにホモ・サピエンスの儀式的埋葬の証拠は 10 万年前のものが知られており、ベン

ガラで着色された人骨が見つかっています。また様々な副葬品が埋葬地跡で発見されまし

た。イノシシの下顎骨が人骨の腕にはめられているのが発見されています。あるアフリカの

鉱床では、少なくとも 1200 トンの顔料鉱石が崖
がけ

の表面から採取されています。顔料は、壁

や物に描いたり、ボディ・ペインティング、埋葬用、また革の保存に使われたりしました。 

このような壁画、幾何学模様、ボディ・ペインティング、埋葬物着色などは宗教的シンボル

やシャーマニズム的習慣とも関係があると考えられています。超自然的存在は他人に伝え

たり、共有したりすることは常にむずかしいのですが、具体的な物質の形に変換すれば、超

自然的概念は伝えられ理解されやすくなります。洞窟などで発掘されたシンボルの証拠は、

当時のヒトの心が宗教的思考力をもちはじめたことを示しているといわれています。 

宗教は人から人へと伝えられる言語のようなコミュニケーションを必要とするので、宗教

の誕生は言語にあったという説もあります。宗教の本質は共同参加にあり、人々が集まって

宗教儀式を行いました。英語の religion（宗教）は「結び付ける」を意味するラテン語 religare

から派生しています。社会的に結束させるというのが宗教の本来の役割であったようです。 

宗教儀式には歌や踊りなどヒトを感動させる行為が含まれています。みんなで歌い、踊れば、

気持ちが高揚してきて自分たちは同じ宗教的考えを共有しているとの思いが強まってくる

のです。それができないものは｢よそ者｣「たかり屋」として追放されたのでしょう。当初の

宗教は信用できない者をコミュニティから追い出す役割を担っていたともいわれています。 
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 その後、コミュニティが闘うときには宗教はヒトを鼓舞
こ ぶ

する手段になりました。これは首

長も権力者もいない狩猟採集民社会では重要な役割となったことでしょう。ホモ・サピエン

スが完全に人間の言葉を話せるようになったのは、出アフリカの直前だったので、この現代

的な言語の発展をもって宗教も生まれたと考えられています。 

《争いの発生》 

 ホモ・サピエンスの社会は、けっしてよい面ばかりではなかったでしょう。ホモ・サピエ

ンスは、狩猟採集民で平等主義の小規模社会に暮らしていました。その社会には、財産も首

長も社会的順位もありませんでした。しかし、この集団では闘争が絶えなかったでしょう。

自分たちの縄張りを守るために闘ったし、近隣の集団を急襲していたでしょう（現在の野生

の霊長類もたえず、餌場の縄張り争いをしています）。集団の人数が 150 人以上になるなど

一定の規模を超えれば、頭
かしら

や裁く者のいないところではいさかいはもっと頻繁になり、集

団は血縁関係のある小集団に分裂したことでしょう。 

 現存する未開民族の人類学的研究と旧石器時代の遺跡や人骨などの証拠をもとに、イリ

ノイ大学シカゴ校の人類学者ローレンス・キーリーは、闘争は、未開社会では日常茶飯事で、

およそ 65％が、年がら年じゅう交戦状態にあり、87％は年に 1 回以上闘っていて、典型的

な未開社会では毎年、人口の約 0.5％が戦闘で失われていたと述べています。狩猟採集民で

あったホモ・サピエンスも、同じような状況であったと想像されています。 

《ホモ・サピエンスの生活》 

それでは、そのころの狩猟採集時代のホモ・サピエンスの生活はどのようなものであったで

しょうか。それをさぐる手がかりは今のところありません。そこで、現生のアフリカ人で現

在も狩猟採集の生活をしているサン族の生活からさぐってみましょう（後述しますが、サン

族の遺伝子の系統は L0 というアフリカでは最も古い集団です）。 

狩猟採集民サン族はその土地にあるものを食べて生活しています。おもな食料はナッツ類

ですが、植物の知識は豊富です。200 種以上の植物を識別し、そのほとんどが食べられるも

のだといっています。サン族の食料の 60～70％が植物で、30～40％が狩猟で手に入れた動

物です。 

サン族は少人数で暮らし、食料源を食べつくすと野営地を移動します。家族の持ち物である

道具類、ダチョウの卵の殻を利用した食器、子供たちのおもちゃ、楽器は二つの袋に詰め込

みます。なにも貯蔵しません。必要なものはすべて、周りの自然（環境）から手に入れます。

簡便さはサン族の生活にすっかりしみこんでいます。 

子供の人数にしてもそうです。子供がひとりなら、女性は荷物を運びながら子供を連れて行

けますが、子供が 2 人では重荷になります。そのため、サン族の女性は最初の子供が十分歩

けるようになってから 2 番目の子供をつくるようにしています。しかも、サン族の子供が

ようやく乳離れするのは 4 歳であるので、それまでは食料を探しまわるときでも、野営地

を移動するときでも、母親は子供を抱いていきます。 

サン族の女性は野営地を出て出産します。男性が出産の場に立ち会うことはタブーとなっ
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ています。子供を育てるのは重労働であることはわかっていますので、母親は生まれた赤ん

坊に欠陥がないかどうかくわしく調べます。子供が不具だったら、または、双子だったら、

それを間引くのは母親の義務となっています。父親が居合わせなければ、赤ん坊を育てるか

どうか母親は決断しやすくなります。サン族にとって、人の生命がはじまるのは誕生時では

ありません。赤ん坊を抱えて野営地に戻り、赤ん坊に名前をつけて真の人間として受け入れ

たときに人の命は開始します。ここにサン族独特の生命観があります。この嬰児
え い じ

殺しは殺害

と同じではないのです。 

サン族は土地でしとめた動物の肉からはじまって、ほとんどなにもかも分け合います。男性

の狩猟の腕前に差はあっても、あまった肉をだれかが独占したり、いばりちらしたりしない

ので、いちばん有能なハンターでも自分の社会的順位をあげることはできません。自慢する

ことと、ケチであることがサン族ではもっとも嫌われる性格です。 

結婚できる相手は、自分の集団以外の異性です。集団は家族、近親、義理の親たちが中心と

なって、せいぜい 30 人ほどです。しかし、乾燥する冬季の間、あちこちにちらばっていた

集団は 1 ヶ所に集まり、物を分けあい、結婚式を準備し、宴を開き、夢中になって踊りま

す。 

彼らの社会生活では、およそ 30 人が集団規模の限度です。サン族の集団は平等主義である

ので、争いを解決したり秩序を保ったりする権威者は、まったくいません。ほかの者と意見

が対立して不服なら、その場を離れ、自分に賛成する者と家族を連れて野営地を出て行くし

かありません。私有財産もプライバシーも最小限しかありません。問題が起これば、自分ひ

とりか身内と一緒に解決するほかありません。 

サン族同士の暴力も日常茶飯事で、サン族の殺人の割合は 10 万人につき 29.3 人であり、

アメリカ人の約 3 倍となっています。サン族の集団で争いが起こると、「話し合い」「闘い」

「殺し合い」の 3 段階を経るそうです。最後の段階では毒矢が登場します（弓矢の発明は 2

万年前です）。殺人の経験のある男性はたくさんいるようです。 

以上が現在のサン族の生態ですが、このサン族を参考にして、10 万年前のホモ・サピエン

スの集団をイメージしてみましょう。 

弓矢は 2 万年前に発明されたので、10 万年前の祖先集団は弓というものを知らなかったで

しょう。弓矢など飛び道具の技術がなければ、狩猟において、大型動物をしとめるのはたい

へんで、狩りをしていた男性たちは追跡して槍で突き倒せる小型の獲物を狙ったのでしょ

う。一方、女性たちは棒で地面を掘り起こして根茎類など植物性の食料を集めていたでしょ

う。 

サン族とちがって、10 万年前のホモ・サピエンスは海岸生物の採集がかなり大きな比重を

占めていたようですから、男女とも海岸で過ごす時間が多かったでしょう。また、海岸の洞

窟などが生活の場となったでしょう。 

アフリカの太陽から身を守るよう皮膚が黒かったのは間違いありません。骨格は現代人よ

りがっしりしていて骨太だったでしょう。 
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狩猟採集民である祖先たちは、サン族たちと同じように平等主義の小規模社会に暮らして

いたでしょう。その社会には、財産も首長も社会的順位もなかったでしょう。祖先集団では

闘争が絶えなかったでしょう。自分たちの縄張りを守るために闘ったし、近隣の集団を急襲

していたでしょう。集団の人数が 150 人以上になるなど一定の規模を超えれば、頭
かしら

や裁く

者がいないので、いさかいはもっと頻繁になり、集団は血縁関係のある小集団に分裂したこ

とでしょう。アフリカで誕生したホモ・サピエンスの社会と生活は以上のようであったでし

ょう。 

 

【９－２】ホモ・サピエンスの世界への分散 

◇多地域進化説とアフリカ単一起源説 

 20 世紀の後半、分子遺伝学が進歩して、生物の進化系統樹をつくることができるように

なりましたが、1987 年、カリフォルニア大学バークレー校の分子遺伝学者だったアラン・

ウィルソン（1934～1991 年）とレベッカ・キャンは、世界の主な人類集団のミトコンドリ

ア DNA の系統を解析し、全人類の母系の共通祖先は、約 20 万年前のサハラ以南のアフリ

カに存在したという新説を発表しました。 

それは、図 9－2 の右図のように、すべての現代人は、およそ 20 万年前にアフリカに生き

ていたあるグループの女性の子孫であるというもので、アフリカ単一起源説（単一系統進化

説）といわれています。 

図 9－2 多地域進化説とアフリカ単一起源説 

 

この学説の要点は、ホモ・サピエンスがアフリカで誕生したことと、世界各地の集団の分岐

の年代が従来考えられていたように 180 万年以上（ホモ・エレクトスの時代）も昔のこと

ではなく、約 20 万年前（ホモ・サピエンスの時代）という人類の進化史から見れば比較的

新しい時代だったことを示したところにあり、従来の定説だった多地域進化説を完全に否

定するものでした。 

多地域進化説とは、「現代人は各地域の原人（ホモ・エレクトス）が独自に進化して成立し

た」というもので、これは長い間人類学の分野の定説となっていました（実際には、多地域

で進化したことは自明のこととして受け入れられていて、多地域進化説という言葉もあり

ませんでした）。たとえば､図 9－2 の左図のように、ジャワ原人が東南アジア人、北京原人

が中国人、（ホモ・ハイデルベルゲンシスが進化した）ネアンデルタール人がヨーロッパ人
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などになったと考えられていました。 

 この新説が発表されると、当然、激しい論争がおきましたが、その後、DNA 解析技術の

発展にともなって、DNA 配列をベースとした研究が世界中の地域集団を対象に行われるよ

うになり、多くの研究者が彼らの結論を支持する論文を発表しました。その結果、この学説

が現在では広く受け入れられるようになっています。 

現在では、ミトコンドリア DNA（又は Y 染色体の NRY）の系統分析によって、ホモ・サ

ピエンスが地球に広がっていった移動の跡をたどっていけるまでになりました。それによ

るとミトコンドリア DNA のもっとも古い変化は、15 万～19 万年前にアフリカで起こった

ことがわかってきました。その後、新しい突然変異が 8 万～6 万年前にアジアに現れるよう

になりました。このことから、ホモ・サピエンスはアフリカで進化し、そのうちのあるもの

が 8 万～6 万年前以前にアフリカからアジアへ移動していったことがわかってきました。 

◇L3 の 1 集団が出アフリカ 

ミトコンドリア DNA の全塩基配列を用いた系統分析によって、アフリカの集団はひとまと

めにされて、ハプログループ L という名称が与えられ（ハプログループとは、単一の 1 塩

基多型 (SNP) 変異をもつよく似た集団のことです）、その後の研究で、アフリカ集団は L0、

L1、L2、L3 という名前がつけられました。 

L0 のハプログループを高い頻度でもつのは、カラハリ砂漠に住むコイ族、サン族の人で、

L0 の分岐の時期は 15 万年前から 9 万年前と見積もられています。現在のコイ族、サン族

の分布域である南アフリカには 10 万年をさかのぼる時代のホモ・サピエンスの遺跡がある

ことなどから、人類の最初の拡散は東アフリカから南の方向を目指したものであったと推

測されています。 

この時期は氷河期であり、アフリカは大きな気候変動を繰り返していたことは述べました。

極端な乾燥化と湿潤な気候が交互に現れる環境だったようで、自然からの恵みに頼る彼ら

の生存が脅かされる事態も多かったことでしょう。 

L0 から分岐した主な枝 L1 、L2 、L3 は、いずれもサハラ砂漠以南に暮らしているアフリ

カ人であります。最初の核となったホモ・サピエンスは拡大や分裂をおこない、まず、アフ

リカに広まったことがわかります。 

そして、L3 が、世界の他の集団が派生することになったハプログループで、このグループ

の一部がアフリカを出て、後述するように、アフリカでは見られなかった突然変異 N、M が

南アラビアとインドに 8～6 万年前から現れはじめました。これはアフリカの L3 の一部が

アフリカから出て行ったことを示しています。 

この 1 つの出アフリカ系統 L3 から、二つの N 系統と M 系統が生まれています。N 系統

（ヨーロッパ系の集団とアジア系の集団の混合したもの）は南アラビア起源であり、M 系

統（アジアの集団だけで構成されています）はインド大陸の起源であります。系図の枝の年

代は推定することができ、またその地理的な分布を調べることによって、どのようなルート

をたどったかはわかります。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%80%E5%A1%A9%E5%9F%BA%E5%A4%9A%E5%9E%8B
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%80%E5%A1%A9%E5%9F%BA%E5%A4%9A%E5%9E%8B
https://ja.wikipedia.org/wiki/SNP
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9B%86%E5%9B%A3
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7 万 2000 年前に M 系統からオーストラリア人、ニューギニア人などが分れています。さら

に広く世界中の現世人の遺伝子分析を行うことによって、アフリカから世界にホモ・サピエ

ンスがどのように分岐して世界に分散していったかがわかりました。 

このように、ホモ・サピエンスはアフリカで進化し、そのうちの 1 つの出アフリカ・グルー

プがアフリカを後にして、アフリカ大陸を離れたあとも生きのびて、その他の世界に移動し

て、すべての非アフリカ人、つまり､世界中の人間になったことがわかりました。 

現世人類の遺伝的多様性がきわめて小さいことは、人類のアフリカ単一起源説に基づき、ホ

モ・サピエンスの 1 グループがボトルネック効果により、その後、増加していったことを裏

づけています。 

 このボトルネック効果とは、具体例を挙げますと、たとえばアメリカ先住民（アメリカ・

インディアン）はほとんど血液型がＯ型ですが、2 万数千年前あるいは 1 万数千年前に氷河

期のベーリング海峡（凍っていてアジアとアメリカはつながっていました）を横断したごく

少数の家族（偶然にもＯ型の者が多かったのです）が、その後、増大してすべてのアメリカ

先住民になったため、Ｏ型の頻度が高くなったと考えられています。このような現象をボト

ルネック効果あるいはビン首効果といっています。 

つまり、細かいビンの首から少数のものを取り出すときには、平均的なものではなく、元の

割合からみると特殊なものが得られる確率が高くなるという原理です。集団遺伝学におけ

るボトルネック効果（ビン首効果）とは、生物集団の個体数が激減することにより遺伝的浮

動（偶然性に左右される遺伝子プールの偏
かたよ

り）が促進され、さらにその子孫が繁殖するこ

とにより、遺伝子頻度が元とは異なるが均一性の高い（遺伝的多様性の低い）集団ができる

ことをいいます。 

 これと同じことが、アフリカの 1 グループが出アフリカをして、世界に広まったとした

ら（現実そうでしたが）、すべてのヒトは似かよっているといえるでしょう。現在、77 億人

をこえた世界中の人々はすべて出アフリカをした人 （々多分、百数十人の親類縁者だったで

しょう）の子孫であるということです（正確にいいますと、そのときアフリカに残った L0、

L1 、L2 、L3 系統の子孫は別ですが）。 

 人類の歴史をみますと（生物一般でも同じですが）、猿人、原人の各段階で進化するとい

うことは、このビン首効果で促進されてきましたが（つまり、特定の遺伝子をもったグルー

プが増大したということです）、これから、ホモ・サピエンスがアフリカを出て、世界中に

拡散するにあたって、各地の多様な地形、気候などの環境によって、少数のグループに分断、

孤立することは頻繁に起こったことでしょう。そのときこのビン首効果がきいて、予想以上

のスピードで多様化していったと考えられています。 

しかし、多様化したといっても、肌の色が変わったとか、背が高くなった、低くなった、食

べ物が変わったというようなことで、種がかわるほどの変異はしてはいません（まだ、8 万

5000 年しか経っていません）。あくまでホモ・サピエンスはホモ・サピエンスという一つの

種であります。 
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◇失敗した 12 万年前の出アフリカ 

人類がアフリカを出たタイミングと道筋は、気候の変動に大いに左右されました。 

当時は、アフリカから出るには北と南の二つのルートがありました。一方は北へ向かい、サ

ハラからシナイ半島を通ってレバント、ヨーロッパへ、あるいはアジアへと続いていました。

これは今も昔も陸続きであります。もう一方の南の門は、アフリカの紅海の入り口のバベ

ル・マンデブ海峡を渡ってイエメン、オマーン、そしてインドへと続いていました。どちら

の門が開くかは氷河作用の周期によって決まりました。 

北のシナイ半島の通路は、普段は極度に乾燥したサハラの砂漠によって閉ざされていまし

たが、12 万 5000 年前にここが開いたと考えられています（表 8-1、図 8－5 のように、リ

ス期の間氷期になったところで、暖かくなっていくところでした）。 

この期間、草原はサハラ中に広がり、南からやってきた人々は獲物を追って北アフリカ、さ

らにレバント地方まで行くことができたようです。このときのホモ・サピエンスの骨（12 万

年前から 9 万年前のものと推定されています）がレバント地方で発見されていますので、

ホモ・サピエンスが出アフリカを試みたようですが、このホモ・サピエンスの軌跡は、9 万

年前ごろにレバント地方で途絶えてしまいました。 

気候記録から、9 万年前に短いが壊滅的な地球の氷結と乾燥化があり、それがレバント地方

全体を極砂漠に変えたことがわかっています。このホモ・サピエンスは、戻るに戻れず、避

難するような場所もなく、レバント地方で死に絶えたと考えられています。こうしてホモ・

サピエンスの最初の出アフリカは失敗に終わりました。 

（2018 年 1 月のアメリカの科学誌サイエンスによりますと、国際研究チームがイスラエル

北部のカルメル山の洞窟で約 17 万 7000～19 万 4000 年前のホモ・サピエンスの上顎の骨

や歯を発見したと報じました。また、2019 年 7 月にイギリスの科学誌ネイチャーは、イギ

リスやドイツの研究チームが、ギリシャ南部のアピディマ洞窟で見つかった頭骨は（1970

年代に発見されていました）約 21万年前のホモ・サピエンスの頭骨であったと報じました。

現代人に通じる丸みのある形などの特徴を持つと考えられました。このように、ホモ・サピ

エンスはたびたび出アフリカを試みたようですが、レバントやギリシャより先には行けず、

そこで途絶えたようです。） 

◇8 万 5000 年前の出アフリカ 

前述しましたように、アフリカの L3 の一部が 8 万～6 万年前より以前にアフリカから、そ

れもただ 1 つのグループがアフリカを後にして、世界へ旅立っていったことが遺伝子分析

でわかりました。そして、9 万～4 万 5000 年前の間は、シナイ半島周辺はホモ・サピエン

スにとって絶望的な環境（表 8-1、図 8－5 のように、最後の氷河期であるウルム期の氷期

に向かっていました）になっていました。 

ということは、8 万～6 万年前より以前に出アフリカをはたしたのは、南の出口しかなかっ

たことになります。現在の紅海の南の端のバベル・マンデブ（悲しみの門）海峡は、幅 25

キロ、深さ 137 メートルですが、氷河期で水位が下がった当時は、海峡の幅はずっと狭く
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なっていたと考えられます。 

そのころは、海水面の低下の状況（海峡の幅が狭くなります）、海水の汚染度（海水が少な

くなり汚染して海岸採集ができなくなります）とともに、オーストラリアには 6 万年前の

ホモ・サピエンスの遺跡があること、7 万 4000 年前にあったスマトラのトバ火山噴火の前

にインドからマレー半島を通過しているはずであること（トバ火山噴火の火山灰の下から

ホモ・サピエンスの遺跡が出てきています）、中国柳江には 6 万 8000 年前のホモ・サピエ

ンスの遺跡があることなど、いくつかの条件に間に合うように、出アフリカをしたと考えら

れます。 

これらの条件を満たすのは、紅海西岸の海面が現在より 80 メートルも降下し、環境が急速

に悪化し、食料採集条件が悪化した 8 万 5000 年前頃であったと推測されています。逆に出

アフリカの時期を 8 万 5000 年前に仮定すると、前述したいくつかの条件も満たすことがで

きます。 

そういうことで出アフリカの時期を 8 万 5000 年前に仮定しますと、具体的にどのようなル

ートでどのようなやり方で出アフリカをしたかを遺跡や化石でたどりたいところでありま

すが、残念ながら、この時期は氷河期であったので海面が今日の海岸線より 80 メートルも

下にあり、当時の彼らの生活の場、遺跡は現在ではすべて海面下に消えてしまっていますの

で、具体的なルートや遺物を探索することはできません。 

悲しみの門のすぐ北にあたる紅海西岸のエリトリアのアブドルで発見された 12 万 5000 年

前の遺跡（これは高台にあり残っています）からは、海洋生物とともに大型哺乳類の屠殺さ

れた骨や黒曜石の石刃が出土し、雑食がおこなわれていたことを示しています。そのような

生活がずっと続いて、その浜だけでは養いきれないほどの人口が増加して、しかも、氷期が

進んで海水面がどんどん低下して、紅海の海水の酸素不足によってプランクトン・レベルが

悪化し暮らしに大きく影響するようになったのではないかと推測するしかありません。 

それにひきかえ対岸にあるイエメンのアデン湾の浜は、悲しみの門の外にあって、インド洋

から押し寄せる海水によって豊富な酸素が供給され、浜で採集する条件は非常によいと思

われたのではないでしょうか。その状況は島や半島の高台に登れば見えたことでしょう。そ

の魅力に惹かれて、ホモ・サピエンスの 1 グループが海峡を渡る決心をしたとしてもおか

しくはありません。 

ということで、ついに彼らは 8 万 5000 年前のある日、決心をしてバベル・マンデブ海峡を

渡る旅に出ました。狩猟採集民がまとまれるのは 150 人が限度といわれますから、彼らは

150 人ぐらいだったかもしれません。もちろん、彼らはバベル・マンデブ海峡を渡ることは

わかっていましたが、その先にどのような世界があるかは全くわからなかったでしょう。狩

猟採集民あるいは海岸生物採集民にとって、この程度の移動はよくあることで、食料事情が

最悪になったこの海岸から、（ひょっとしたら見えたかもしれない）「海の向こうにはもっと

たくさん餌（食料）がとれるいい土地があるかもしれない」と豊かな食料を求めての単なる

旅立ちにすぎなかったでしょう。 
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◇西アジア地域で N 系統と R 系統が誕生 

バベル・マンデブ海峡を越えて対岸の現在のイエメンに上陸した出アフリカ・グループは、

図 9-3 のように、たぶん海岸に沿って短距離移動してその場所にとどまり、その周辺で食料

を手に入れたでしょう。 

アラビア半島の昼間は 50 度 C もある乾燥地ですが、現在のアラビア半島の海岸の海底から

は湧き水があるので、当時の海岸にも泉が湧き出していたのでしょう。それらをたどりなが

ら、海岸の貝などの海産物を食べながら生活をしたのでしょう。 

図 9-3 出アフリカ後の世界分布状況 

 

                              草思社『人類の足跡１

０万年全史』 

それから何年もたち、子供たちが増えて集団の規模が大きくなると、周辺はだんだんと人で

埋まっていったでしょう。大集団ではよく起こる内輪もめを避けようと、集団は分裂したで

しょう。分裂後、ある集団はその先の新しい土地へ移動していったでしょう。次には、また、

その先へと・・・・。アラビア半島の海岸線沿いは狭いので、たとえば 100 年たつうちに狩

猟採集民社会は遠くにまで広がることになったでしょう。 

出アフリカをした人々は L3 の系統でしたが、ミトコンドリア DNA と Y 染色体の系統樹が

アフリカの外ではじめて多様化しているのは、N 系統と M 系統でした。N 系統が生まれた

のは、アラビア湾のオアシスだったと思われます。乾燥したその時代、そこは湾ではなく、

浅い真水の湖とチグリス、ユーフラテス川からなるオアシスであり、ここが最初の彼らの住

みかとなりました。彼らはここに長らく住みついて増大し多方面に分散したと考えられて

います。 
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N 系統はユーラシア、オーストラリア、アメリカと、世界中の非アフリカ人のなかに見つか

るということは、ここで、N 系統は東（アジア・オーストラリア）のグループと西（中東・

ヨーロッパ）と北（ユーラシア・アメリカ）のグループに分かれたことを意味しています。 

つまり、N 系統は 6 万年前に R 系統をもうけましたが、5 万年前、アラビア湾からシリア

への移動が可能となったとき、N 系統と R 系統は、図 9－3 のように、アラビア湾からレバ

ント地方（現在のシリア地方）へ進んでいき、ヨーロッパへ向かいました。また、東に向か

った R 系統はトバ噴火後の西インドに入っていきました。北に向かった R 系統は 

インダス川河口あたりから内陸の広大なユーラシア大陸に入っていきました。 

◇南アジアの歴史のはじまり 

 まず、東に向かった R 系統と M 系統について述べましょう。M 系統はインドでは非常に

一般的なものであります。しかし、M 系統はアラビア半島南部の人では一般的でも、レバ

ントの人々にはないということがわかりました。ということは、図 9－3 において、アフリ

カを出たあと、レバントには向かわずにアラビア半島を通って、どんどん先を進みインドに

達したということでしょう。ここで M 系統が分岐し増大したのでしょう。 

しかし、このインドで誕生した M 系統の一部は、そこにとどまることなく先頭集団となっ

て、海岸採集コースに沿って、かなり速くインド洋沿岸をまわっていったと考えられていま

す。というのはトバの噴火の前に東南アジアまでに入っているからです。 

このトバの噴火とは、スマトラ島のトバ火山が 7 万 4000 年前に大噴火を起こしたもので、

ここ 200 万年間で世界最大規模のものといわれています。最大幅 100 キロという途方もな

く大きいクレーターが残され、現在そこは巨大な湖、トバ湖となっています。 

このトバ火山が噴き上げた灰は風に運ばれて北西へ吹きつけられ、インド亜大陸全体をお

おいました。風で運ばれた火山灰が 3,000 キロメートル以上離れたマレーシアでは 9 メー

トル、インドでは 6 メートル、パキスタンでは 2 メートルの厚さの凝灰岩となっているこ

とが判明しています。インド亜大陸に当時住みついたホモ・サピエンスに壊滅的な被害を与

え、大量絶滅があったはずです。 

ホモ・サピエンスは、トバ事変の気候変動によって総人口が 1 万人までに激減したといわ

れています。かろうじて生き残ったホモ・サピエンスも人口減少によってボトルネック効果

が生じ、その遺伝的多様性は失われたと考えられています。 

そこでインドの西と東の両側から生き残った人々によって、東の方から M 系統、西の方か

ら R 系統によってインドは再植民され、人口は回復されたのではないかと考えられていま

す。インドにおける M 系統の多くの子孫たちのうち、もっとも古い M2 系統の年代は 7 万

3000 年前と推定されていて、これは 7 万 4000 年前のトバ噴火による絶滅後の人口回復を

反映しているといわれています。 

また、N 系統は西アジアのアラビア湾のオアシスで R 系統を生んだと述べましたが、その

R 系統がトバ噴火後の人口空白を埋めるように、西のほうからインドに再進出して人口の

回復に貢献したようです。この急拡大は 7 万 3000 年前ごろであると考えられています。 
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R 系統は西インドに再進出しただけでなく、レバントの方へも進み、ヨーロッパに進出し U

系統を含む西の系統のほとんどの母となりました。 

また、R 系統は、図 9-3 のように、やがてインダス川河口あたりから内陸の広大なユーラシ

ア大陸に進んで、二つに分かれてヨーロッパと中央アジアへと進んでいったと考えられて

います。その延長上にアメリカへ渡っていったのもこの系統と見られています（R 系統につ

いては後述します）。 

◇東南アジアの歴史のはじまり  

インド洋沿岸を回って、東南アジアに入っていった M 系統の先頭集団を先に述べます。 

マレー半島では、ホモ・サピエンスが作ったと思われる道具が、トバの灰とともに発見され

たので、すでに 7 万 4000 年前には海岸採集の先頭集団は、東南アジアに到着していたこと

がわかります。 

当時の東南アジアは、氷河期で海水面が現在よりも 100 メートルも低くなっていましたの

で、マレー半島、スンダ列島、ボルネオ島、ジャワ島などが陸続きになり、アジア大陸の南

東部に突き出したようなスンダランドを作っていました（図 9-3 参照）。スンダという名称

は、現在のフィリピン南方のスンダ列島の名に由来します。 

マレーシアのボルネオ島に、巨大な石灰岩のニア洞窟があり、トム・ハリソンは 1958 年に

4 万年前のホモ・サピエンスの頭骨を発見しました。頭蓋は丸く、眉弓や後頭部も現生型で

した。この海岸採集民として最初期に東南アジアに到達したホモ・サピエンスは、角張った

眼窩や、幅広の鼻、やや突き出た顎や歯をしていました。 

その後、このニア洞窟には 4 万～1 万年前にホモ・サピエンスが住んでいたことがわかりま

した。近くの島でも、かなり古い時代の化石が出土していて、確かにホモ・サピエンスが住

んでいたことがわかりました。ここは熱帯であったのでサバンナ草原と森が混在するよう

な、ホモ・サピエンスの故郷であったアフリカに似た環境であったようです。 

赤道直下のスンダランドは十分に暖かく、ゾウやシカ、スイギョウやイノシシなど、獲物と

なる動物たちが多く闊歩する食料に恵まれた楽園だったと思われています。 

2019 年 12 月、オーストラリアの大学などで作る研究チームが、インドネシアのスラウエ

シ島（植民地時代はセレベス島と呼ばれていました。4 万年前にはスンダランドの一部）の

洞窟で 4 万 4000 年前の壁画が発見されたと発表しました。洞窟はスラウエシ島の中心都市 

マカッサルから車で 2 時間のところで、崖の 5 メートルの高さのところにあります。イノ

シシの絵は 4 万 3900 年前、水牛は 4 万年前と計測され、動物などの具象画としては世界最

古のものと言われています。 

 動物が“生き生きと”描かれていて、水牛の前に描かれている細かい絵は狩猟をする人と

数匹の犬のようにも見えますが、考古学者のルスタン・レべは頭は鳥で体は人間の“鳥人間”

を描いたもので、「描いた人たちは動物の力強さを人間にも取り入れたいと願っていたかも

しれません」と言っています。 

従来、ホモ・サピエンスの壁画はヨーロッパで主に発見されていましたが、4 万 3000 年前

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9E%E3%82%AB%E3%83%83%E3%82%B5%E3%83%AB
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にここにいたホモ、・サピエンスはヨーロッパにいたホモ・サピエンスと同じ認識を持って

いたことがわかりました（すでにアフリカを出る前のホモ・サピエンスも壁画を残していた

ことは述べました）。 

他の洞窟でも似たような絵が相次いで見つかっており、まだ、多くの絵が発見される可能性

があります。国立民族学博物館の小野林太郎准教授は「人類の移動過程でアジアなど各地で

壁画を発展させていった可能性が高いことを示している」と述べています。 

スンダランドの恵まれた環境に住むと、当然の結果として人口が増えました。旧石器時代に

は 1 人当たりの食料を確保するためには、1 平方キロメートルにおよぶ領域が必要でした。

そうすると広大なスンダランドでも、養える人口は以外に少なく、過剰な人口を調節するた

めに一部の人たちが移動することになったでしょう。その流れがオセアニアと北の東アジ

アに伸びていったと考えられます。 

◇オセアニアの歴史のはじまり 

 まず、オセアニアの方ですが、当時のオセアニアは、オーストラリアとニューギニアおよ

びメラネシアに属する大部分の島が陸続きになっており、サフルランドという大陸を作っ

ていました。 

ニューギニア人固有のミトコンドリア DNA が各族に広がった推定年代は 7 万 7000 年前ご

ろで、オーストラリア人よりずっと古いので、ニューギニアにはオーストラリアより早く人

類が入った可能性があります。モルッカ海峡を経てニューギニアへ行くルートは、島と島の

間の距離が短く、ボルネオまで到着してからは、次の島が絶えず見えていたので島へ渡るこ

とは比較的容易であったと考えられています。 

この当時、ニューギニアとオーストラリアはつながっていましたので、ニューギニア経由で

オーストラリアへ入ることも大回りですが、できたと考えられます。しかし、ニューギニア

人はオーストラリア人から遺伝的に遠いので、ニューギニア人とオーストラリア人は異な

るルートで移動したと考えられています。 

オーストラリアのノーザン・テリトリー州北端のアーネムランドのマラクナンニャ遺跡に

は、ホモ・サピエンスの 6 万 1000 年前から 5 万 5000 年前の岩の居住地と貝塚があり、こ

こはインドネシア群島のチモール島から一番近いところですので、チモール島から渡った

可能性が高く、その時期は、世界の海水位が最も低くなった 6 万 5000 年前と推定されてい

ます。 

オーストラリアに渡ったホモ・サピエンスの遺跡からは、石器類の人工遺物と、埋葬された

人骨などが出てきます。最も古い遺跡は、オーストラリア北部や東南部から報告されていて、

年代は今から約 6 万年前ですので、かなり速いスピードで、東南端にまで拡散したことに

なります。オーストラリアの 3 万年をこす古い遺跡は海岸沿いに点在しており、やはり、こ

の拡散が海岸沿いに行われた可能性を示しています。 

◇東アジアの歴史のはじまり 

南中国の広西チワン族自治区柳
りゅう

江
こう

のある小さな洞窟で 6 万 8000 年前のホモ・サピエンス
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の骨が発見されています（図 9-3 参照）。これは 7 万 4000 年前のトバ火山噴火の前に東南

アジアに達し、南中国へ入っていたことを裏づけています。 

 その他、中国ではホモ・サピエンスの進出と考えられているものが、5 万年前をすぎた後

期旧石器時代になりますと、山頂洞人（北京市西南）、資陽人（四川省資陽）が知られてい

ます。いずれも石器を使用して狩猟を行っていました。このようにホモ・サピエンスの文化

遺物は中国各地で発見されており、この時期に中国各地に広範にホモ・サピエンスが住み着

いていったことを示しています。 

朝鮮半島では中国大陸と陸続きでありますので、中国大陸と同じように 50 ヶ所以上の旧石

器遺跡が発見されています。そのうちもっとも古くて著名なものは、平壌東南のコムンモル

遺跡です。動物化石とともに、握
あく

斧
ふ

状・尖頭状や剥片
はくへん

の原始的な石器数点が出土しました。

これは朝鮮半島で最初の発見となった前期旧石器であって、およそ 50 万年前のものとされ

ています。つまり、これは北京原人などと同じホモ・エレクトスの系統のものと考えられ、

ホモ・サピエンスのものではありませんでした。このあとも、勝利山洞窟では、10 余万年

前に相当する旧人の化石人骨などが発掘されていますが、これもホモ・サピエンスではあり

ません。 

その後、朝鮮半島では、後期旧石器時代になって、平壌の晩
ばん

達山
たつさん

洞窟出土の晩達人など、ホ

モ・サピエンス人骨が出土し、後期旧石器時代人の生活ぶりも明らかになってきています。

たしかに、中国から朝鮮半島にホモ・サピエンスのグループが進出してきたことがわかりま

した。 

 さて、そこで日本列島ですが、ホモ・サピエンスが中国各地に住みついて、そして朝鮮半

島に晩達人などとして姿を現したことを考えますと日本へもホモ・サピエンスが 4 万年前

ごろには到着してもおかしくありません（この南ルートだけでなく、後述します中央アジア、

東アジアへと進んだ北ルートもこの時期に日本へ到達する可能性がありました）。 

ホモ・サピエンスが日本列島に到達することが想定される 4 万年前頃には、海面は、現在よ

り 80 メートル低く、アジア大陸では黄海がほぼ消失し、中国東部の海岸線が 100～400 キ

ロメートルも沖に張り出していて、台湾は大陸の一部になっていました。 

この海面低下で日本列島は大きく 3 つに分かれて、北海道はサハリンを介してロシアのア

ムール川河口域まで陸続きであり（大きな半島になっていました）、本州・四国・九州は一

体化し（古本州島といいます）、古本州島と朝鮮半島とは、現在より狭い海峡で分け隔てら

れていました。 

日本列島において、3 万年前より古い後期旧石器時代の遺跡は、全国に 442 ありますが、一

番古い年代値が出ているのは、長野県の野尻湖遺跡群、熊本県にある石の本遺跡、東京都と

埼玉県にまたがる武蔵野台地の遺跡群です。このうち、野尻湖遺跡群では、1973 年、ナウ

マンゾウの切歯をはじめ、ナイフ形石器、ナイフ形骨器などが発見され、約 4 万年前の後期

旧石器時代に、野尻湖の周辺には人が住んでおり（人骨は出土していません）、大型哺乳類

の狩猟をしていたことが判明しました。確かに 4 万年前ごろには日本列島にもホモ・サピ

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%88%87%E6%AD%AF
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%9F%B3%E5%99%A8%E6%99%82%E4%BB%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%93%BA%E4%B9%B3%E9%A1%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%93%BA%E4%B9%B3%E9%A1%9E
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エンスが到着していました（野尻湖遺跡群から出土した石刃技法のナイフ形石器などから

みると日本到着の第一陣は北ルートの可能性が高いようです）。 

日本にホモ・サピエンスが到着したときから、日本の歴史が始まったことになりますが、そ

れについては、あらためて【９－５】ホモ・サピエンスの日本到達と旧石器時代・縄文時代

として述べます。  

◇中央アジア・シベリアの歴史のはじまり 

今まで図 9-3 において、南アジア→東南アジア（→オセアニア）→東アジアへと海岸沿岸部

を進んでいったホモ・サピエンスのルートだけをたどっていきましたが（これを南ルートと

いいます）、ホモ・サピエンスは海岸沿岸部だけでなく、当然、途中から内陸部へも進出し、

南アジア→（ヒマラヤの北を通って）→中央アジア（ここで 2 つにわかれて→ヨーロッパ

へ）→シベリア→北方アジア・東アジア（→アメリカ）と進んでいったと思われます（これ

を北ルートといいます）。 

図 9-3 のように、大陸沿岸を移動する集団は数百キロ進むごとに大きな川の河口を渡らな

ければなりませんでしたが、河口に遭遇するたびに、一部の者たちには、そこで左折して川

の産物や獲物を追いながら内陸へ入っていきました。内陸部に入り、やがて中央アジアに入

ることのできるルートとしては、インド―太平洋沿岸（西、南、そして東）からの①、②、

③の 3 つのルート、そして④のロシア（北西）からのルートがありました。 

 4 つのルートのうち、最初に内陸へ分枝したホモ・サピエンスは、ルート①でインドとパ

キスタンからインダス川に沿ってヒマラヤ山脈の西にあるカイバル峠を越えて、北へ移動

してロシア・アルタイ地方に居住し、中央アジアのステップに後期旧石器文化の狩猟民とな

って現れました。ロシアのアルタイ地方からアジアへ入ったとも考えられます。 

 また、ルート②のように東南アジアの川沿いを北上した可能性もあります。南東チベット

と青海高原には、6 万年前に、ビルマとインドシナから進出していたと思われます。 

さらに海沿いに、東南アジアから中国の沿岸部を通ってそこから、ルート③のように中国の

大河をさかのぼったホモ・サピエンスは、後のシルクロードに沿って、ヒマラヤ山脈の北部

を抜けたのかもしれません。どこをどう通ったにしても、ヒマラヤ山脈を越えた先には、中

央アジアとシベリアの広大な土地が広がっていました。 

このように早くから中央アジア・シベリアに四方からホモ・サピエンスが住み着いたという

ことは、この地域はきわめて過酷な環境ではありましたが、中央アジア・シベリアがマンモ

スなどの大型動物が豊富であったためでしょう。チベット高原の北の地域は広大な草深い

ステップで、マンモス・ステップといわれます。 

図 9－4 に 3 万年前と 2 万年前の世界の気候地図を示しますが、このマンモス・ステップ

は、西はヨーロッパ大西洋岸から、東は北海道まで広がっていて（氷河期で海面が下がり北

海道も大陸につながっていました）、これまでで世界最大の草原で、ほとんど限りない数の

大型草食動物を養っていました。これらの豊富な動物を追って（ホモ・サピエンスは世界へ

の分散の最中でしたが）、ホモ・サピエンスもシベリアへ進出し、西アジアからヨーロッパ
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や中央アジアに拡散したのです（この北ルートは豊富な動物を追って、速く東西に拡散した

と思われます）。 

図 9－4 最終最大氷河期の世界 

 

                               草思社『人類の足跡

１０万年全史』 

このマンモス・ステップでホモ・サピエンスは、マンモス、野性のウマ、サイ、小さい鳥な

どいろいろなものをとりましたが、トナカイをもっとも多くとりました。彼らは、生活の大

部分は野性のトナカイに頼るようになりました。北の草原は植物が少ないのでトナカイは

頻繁
ひんぱん

に移動します。それを追ってヒトも年に 1000 平方キロメートル以上も移動しました

（現在、シベリアに住んでいる先住民のエベンキ族はトナカイを家畜として大量に飼って

います）。彼らはトナカイ料理の肉食中心でしたが、タンパク質と脂肪の多い食物だけをと

っていても新陳代謝の活発な体ができあがっていきました（野菜などは食べなくてもよい

のです）。 

遺伝子分析の結果、北方アジアのすべての系統は、南アジアのハプログループ M 系統と N

系統にさかのぼることがわかっています。前述しましたように、N 系統は西アジアのアラビ

ア湾のオアシスで R 系統を生みましたが、R 系統は西インドに再進出しただけでなく、U

系統を含む西の系統のほとんどの母となりました。この急拡大は 7 万 3000 年前ごろである

と考えられています。これらの中から、図 9-4 のように、インダス川河口あたりから内陸の

広大なユーラシア大陸に進んで、二つに分かれてヨーロッパと中央アジアへと進んでいっ

たと考えられています。その延長上にアメリカへ渡っていったのもこの系統と見られてい

ます。 

最古の考古学証拠は、ヒマラヤ山脈のはるか北、ロシアのアルタイ山脈のカラ・ボムで発見

されました（図 9-4 参照）。カラ・ボムは野外の遺跡で、ウルサル川の支流に程近い絶壁の

下にあり、1980 年代から 1990 年代初頭にかけて発掘されました。 

5 メートルの深さまで掘っていくうちに、三つの層から人類の痕跡が出てきました。いちば
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ん深い層からは、尖頭器、削器
さ く き

（サイドスクレイパー）、ナイフなどの完成品で、それらは

ネアンデルタール人の石器でした（ユタ大学の考古学者テッド・ゲーベルは、ネアンデルタ

ール人が南シベリアに暮らしていたのは、20 万年前から 10 万年前までとしています）。 

ひとつ上の層には、ホモ・サピエンスの明らかな痕跡が残されていました。後期旧石器時代

初期の石器、つまり石刃
せきじん

を作った後に残るプリズム型石核や、片面または両面が加工された

多くの石刃、それに掻器
そ う き

（エンドスクレイパー）や削器、刻器
ビュラン

が出てきました。その上の層

からは、細石刃
さいせきじん

（マイクロブレード）を含む、後期旧石器時代末期の石器が見つかりました。

考古学者たちは、後期旧石器時代初期の層の年代を測定し、4 万 2000 年前という結果が出

ました。 

カラ・ボムからは動物の骨も多く出土しており、それを見れば、その一帯にいかに多くの動

物がいたかがわかります。ウマ、ケブカサイ（有毛のサイ）、バイソン、ヤク、アンテロー

プ、ヒツジ、ホラアナハイエナ、タイリクオオカミ、マーモット、ノウサギ等々、旧石器時

代のハンターたちにとっては、まさに楽園だったでしょう。 

それらのアルタイの石器の技術は、すぐに東の、バイカル湖西岸にある 3 万 9000 年前の

マカロヴォ遺跡へ、3 万年から 3 万 5000 年前までに、バイカル湖東、そしてずっと北の

エニセイ川付近にも現れました。また中央アジアではアフガニスタンの 3 万 2000 年前のカ

ラ・カマール遺跡、タジキスタン、ウズベキスタンの後期旧石器時代の遺跡が発見されてい

ます。 

そしてロシアのバイカル湖周辺から南にモンゴル領内に入るとトルボールなど複数の旧石

器遺跡があります。ここでも南シベリアと同じ石刃技法を用いる後期旧石器文化が始まっ

ていました。これらモンゴルの後期旧石器文化の開始年代は定かではありませんが、少なく

とも 4 万 1000 年前、もしかすると 4 万 5000 年前頃までさかのぼる可能性があります。 

さらに南の中国に入ると、古い石刃技法が見られる水洞溝遺跡が、黄河の上～中流域に広が

る黄土
こ う ど

高原の寧
ねい

夏
か

回族
かいぞく

自治区にあります。厚く積もった黄土の中から石器やダチョウの卵

殻製ビーズなどが見つかっており、人骨は未発見ですが、ホモ・サピエンスの遺跡と考えら

れています。水洞溝の文化がはじまるのは、中国の研究グループによれば、3 万 8000 年前

頃の可能性があります。中国ではその後、石刃を作る旧石器文化が北部を中心に広がったよ

うです。 

そして中国の北京に近い周口店ではホモ・サピエンスの人骨も発掘されています。2001 年

に田園洞（周口店第 27 地点）で見つかった、部分的な成人 1 体の化石は、3 万 9000 年前

のもので、下顎骨にオトガイがあることからホモ・サピエンスと判明しました。 

同じ周口店遺跡群の中にある山頂洞から、1930 年代に発掘された 3 つの頭骨を含む人骨群

がありました。この山頂洞とは、有名な北京原人（ホモ・エレクトス）の化石と石器が見つ

かった洞窟のすぐ上にある別の洞窟のことです。山頂洞はビーズなどの副葬品を伴う墓で、

人骨の年代は 3 万 4000～1 万 2000 年前まで諸説がありますが、これらの頭骨に現代東北

アジア人に特有の「平坦な顔」という特徴がみられないという点では一致していました（現
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代東北アジア人に特有の「平坦な顔」については後述します）。おそらく山頂洞人は、東北

アジア集団の形態特徴が特殊化する前の段階の人々だったでしょう。 

石刃技法は朝鮮半島にも出現しましたが、その開始年代は韓国からの研究報告によれば、お

およそ 4 万～3 万 5000 年前のことでした。そして韓国の研究者の多くは、この石刃技法の

出現を、朝鮮半島における後期旧石器文化のはじまりとみなしています（前述しましたよう

に、日本でも 4 万年前ごろの野尻湖遺跡で石刃技法の石器が発見されていますが、これが

大陸、朝鮮半島とどうかかわるのか、まだ、わかっていません）。 

さて、ヨーロッパ・ロシア平原からシベリア地域にかけての高緯度地域においては、200 あ

まりの後期旧石器時代の住居跡が発見されていますが、その中で、最も北に位置するのは、

2002 年に発掘されたヤナ RHS 遺跡です。ヤナ川が北極海と出合う河口から遠くない北緯

70 度の北極圏内にあります。流域はロシアのいわゆる「寒極」で、北半球の最低気温が観

測された地であります。ヤナ RHS 遺跡の年代測定値は 3 万 3000 年前で、これほど古い時

期からシベリアの最も奥まで到達していたのです。 

2002 年からの発掘によりますと、大量の動物の骨も出土し、大半はトナカイの骨でしたが、

マンモスやウマ、バイソン、ウサギ、トリの骨もありました。骨・角・象牙で作られた道具

としては、狩猟具としての槍先や生活具としての錐
きり

などのほか、糸を通す小さな穴が開けら

れた縫い針が 26 点と、縫い針を収納するのに使ったと思われる骨のケースまでも見つかり

ました。アクセサリー類も豊富で、動物の歯、象牙、石から作られたビーズは 6000 点以上

見つかっています。そのほか、ペンダントや、髪かざりのように使われた可能性のある小さ

な象牙製品、骨製の動物像、赤い顔料など多様な発見がありました。なかなか豊かで文化的

は暮らしがあったようです。 

ネアンデルタール人はその祖先であるハイデルベルク人を含めると 50万年もの期間にわた

って、寒いヨーロッパで進化してきたので、寒さに強い身体構造をしていました。ところが

アフリカを出たばかりの初期ホモ・サピエンス（出アフリカから 4～5 万年はたっていまし

たが）は、現在のアフリカ人と同じように細身で脚長の体形で、寒い地域では物理的に体熱

を奪われたはずです。ということは、ホモ・サピエンスは、身体的な進化よりも技術の力で

（遺伝子変化ではなく、文化力、新社会システムで）寒冷地を克服したとしか考えられませ

ん。 

ホモ・サピエンスは、酷寒地で生きることも野生動物から学んだようです。アフリカ出身の

身でマイナス 70度にもなる地で生きるには動物と同じように毛皮で身をくるむ必要があり

ました。4 万年前の洞窟から骨でできた針が見つかりました。糸もトナカイの足の靱帯
じんたい

から

作っていました。 

シベリアのイルクーツク市（冬には零下 60 度、夏には 40 度にもなります）の郊外に位置

する 2 万 3000 年前のマリタ遺跡（図 9-4 参照）から出土した象牙製女性像（ビーナス像）

の中には、全身を包む防寒具を着用した姿を描いたものが含まれていました。これらのビー

ナス像が表現している衣服は、極北民族に見られるアノラックなどのフード付防寒具とき

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AF%92%E6%A5%B5
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8C%97%E5%8D%8A%E7%90%83
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わめて類似しており、アノラック型の防寒具が旧石器時代にすでに発明されていたことが

わかりました。 

また、マリタ遺跡からは多くの骨で作られた大小の針が出土しており、生活のさまざまな場

面で「縫う」ことが重要な役割を果たしていたことがわかりました。トナカイの毛皮のテン

トもフード付防寒具もそのような骨製の針によって縫い合わされたのでしょう。多くの

華奢
きゃしゃ

な骨製の針の存在から、シベリアにおける旧石器時代人は織物技術を持っていた可能

性が指摘されています。 

石器製作については、まず石刃
せきじん

と呼ばれる石の剥片を用意し、それを加工して多様な道具を

作りました。石刃は、長方形の二つの長辺が刃となっている両刃の細長い石器です。後期旧

石器時代には、一つの石から石刃を連続的にいくつも剥ぎ取る「石刃技法」が発達しました。

そうした石器の中には、掻器
そ う き

や彫器
ちょうき

と呼ばれるものが含まれていました。掻器は、基本的に

皮なめし（動物の毛皮から脂肪分をこそぎ取る）の専用具でした。彫器は彫刻刀と言っても

よく、骨や角に刻みを入れて分割し、骨角器を作るのに多用された石器でした。 

シベリアの遺跡からは、実際に骨・角・象牙製品が多数見つかっています。それらは多様で、

槍先とその柄の部分、削る道具、ナイフ、穴あけ具、前述の縫い針、投槍器までありました。 

マリタ遺跡の住人は、これらの道具を使って衣食住の多くのものを作り出していました（1

家族平均 5～7 人、マリタ集落の住人は 40～60 人と推定されています）。マリタ遺跡の住居

址は一般的には、深さ 50～70 センチメートルに床面を掘り込まれた竪穴式・半地下式の構

造を示しています。 

円形の床面に、木製の柱を円錐状に組み合わせて骨格とし、トナカイなどの毛皮でおおった

ようです。床の中央部に炉を置き、床の周囲に大きな板石を取り囲むようにめぐらせて屋根

の部分にトナカイの角などをかけて屋根を補強していました。シベリアの厳しい寒さを配

慮した防寒用の構造になっていたことがよくわかります（現在のシベリア狩猟民の円錐型

のテントに似ています。日本の縄文時代人の住居も竪穴式住居でした。北ルートのホモ・サ

ピエンスが持ち込んだのでしょう）。 

その他にも酷寒の地で生活することは人類に多くの新たな生活技術の獲得があってはじめ

てなし得たものでした。長く暗い冬を乗り切るための明かり、石炭や骨を燃料とした痕跡も

見つかっています。 

しかし、それもこれも、豊かな衣食住を実現するためには、それを支える高度な産業技術が

あってのこと、豊かな動物資源があってのことで、生活資源の大量捕獲は、道具素材の軽量・

小型化と尖頭器の普及、即ち石器の効率的生産と狩猟用具の改良・発展に導かれたものでし

た。 

シベリアでの最大の発明は、マリタ遺跡でも出てきた細石刃
さいせきじん

石器でしょう（細石刃石器の発

明をシベリア人とすることには異論があるかもしれません。ヨーロッパでも出アフリカ前

のアフリカにおいても細石器はすでにありました。出アフリカの時に携帯して、模倣・伝播

だったかもしれません）。すなわち、長さ 3～5 センチ、幅 1 センチほどのカミソリの刃の
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ような細石刃を、骨や角でできた植刃器の溝に埋め込み、鋭い槍（尖頭器）やナイフとする

「組み合わせ道具」を発明していました。 

とりわけ「植刃尖頭器」の発明は、技術改良の究極にありました。小さなパーツ（細石刃）

から大きな道具を作るという画期的な発想が結実し、またたくまに普及したことが、極地へ

の進出に大きく貢献したことは疑いありません。別の視点から見ると、後期旧石器時代にな

って、石器の小型化が、石材の入手・運搬を容易にし、極地への拡散を加速させる役割を果

たしたと考えられます（これでもわかるように、もうこのころから人類は環境問題や食糧問

題のような苦難を技術突破（ブレークスルー）によって切り開いていったのです）。 

細石刃石器群は、（後述します「創造と摸倣・伝播の法則」の通り）次第に北方・東方へと

伝播し、少なくとも更新世（260 万年前～1 万年前）末期までに、シベリアのみならず、モ

ンゴル、中国東北部、朝鮮半島、日本列島、そして北米にまで伝播しています（ということ

は彼らが移動して行ったということでしょう。小型化技術は移動にきわめて有効でした）。 

以上、北ルートから中央アジア、シベリアや北アジア、東アジアに進出したホモ・サピエン

スについて述べましたが、彼らの一部はそこにとどまらず、東へ行った者たちはやがて将来

アメリカへ到達し（後述します）、一方、西に行った者たちは北ヨーロッパと西ヨーロッパ

に入り、グラヴェット文化（3 万年前～2 万 1000 年）の担い手となりました（ヨーロッパ

の歴史で述べます）。 

◇ヨーロッパ地域の歴史のはじまり―第 1 波オールニャック文化 

ここで、出アフリカをして、西アジアにまで進んできたところへもう一度かえり、ヨーロッ

パへ進出していったホモ・サピエンスの道どりをたどります。 

ホモ・サピエンスのヨーロッパへの進出がのルートと時期において、大きく 2 波がありま

した。第 1 波のオールニャック文化（4 万年前～3 万年前）の波と第 2 波のグラヴェット文

化（3 万年前～2 万 1000 年）の波です。 

まず、オーリニャック文化とは 1861 年にフランス南西部、ピレネー山脈にあるオーリニャ

ックの洞窟遺跡で初めて発見された後期旧石器文化で、その年代はほぼ 4 万～3 万年前にわ

たって続いたとされています。そのオールニャック文化の新しい様式の特徴的な石器を追

いかけることによって、ヨーロッパに入っていった第 1 波のホモ・サピエンスのルートが

わかってきたのです。 

5 万年前、短い期間でしたが、南アジアが非常に暖かく、緑におおわれたことがあり、図 9-

2 のように、アラビア湾からシリアへの移動が可能となり、N 系統と R 系統はレバント地

方へ進んでいきました。 

この肥沃な三日月地帯からレバントに進んだ R 系統の子孫でヨーロッパの最初の始祖系統

となったのは U5 でした。彼らは、図 9-3 のように、トルコからボスポラス海峡（当時は乾

いており、歩いて渡れました）を経由して、ヨーロッパに入りました。ホモ・サピエンスの

ビーズがトルコで発見され、4 万年前にここを通過したことがわかりました。 

ヨーロッパのブルガリアからルーマニアに入り、ドナウ川をのぼっていったとみられてい
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ます。2002 年にルーマニアのエミール・ラコビラ洞窟で沢山のホラアナグマの骨とともに

10 代のホモ・サピエンスの頭蓋骨が発見されました。現在のところヨーロッパで発見され

た最も古いホモ・サピエンス人骨です。ドナウ川からハンガリー、オーストリア、ドイツに

至りました。 

また、オーストリアから分岐して南の北イタリアへも移動し、西へ進み、ピレネー山脈を越

え、北スペイン、ついにポルトガルの大西洋岸に 3 万 8000 年前に到達しました。これらの

地域へのオールニャック文化の急速な広がりは、実質的な移住が行われたことを意味して

います。そもそもヨーロッパで最も早く発見されたホモ・サピエンスの人骨化石は 1861 年

に発見されたクロマニョン人でしたが、年代は 3 万 2000 年～3 万年前と測定されているの

で、このころのオールニャック文化の人の人骨だったのです。 

そのヨーロッパで、ホモ・サピエンスの芸術は一気に花開くことになりました。1994 年に

発見されたフランス南東部にあるショーベ洞窟は、3 万 5000 年前の遺跡で、ヨーロッパへ

進出したホモ・サピエンスが描いた壁画の中でも最も古いものです。洞窟の入り口近くには

マンモスの絵が描かれていますが、3 万年以上前の動物たちが、微妙な陰影や遠近法を使っ

て鮮やかな色彩で描かれていて、まるでその時代に生きていた動物の息吹がそのまま伝わ

ってくるようです。 

この時期には寒冷化が進み（最後の氷河期ウルム期の氷期でした）、その環境に適応した大

型の草食動物であるトナカイ、マンモス、ヤギュウ、サイ、ウマなどが生きていましたが、

それらが壁画や象牙の上の線刻画として巧みに描かれています。 

オーリニャック文化に属する石器や骨角器のほか、大量の貝製品が出土していますが、その

一部には穴があけられ、ペンダントのような装飾品も作られていました。絵画や彫刻の作品

が多く、その正確なデッサンと写実性は現代の芸術に通じるものがあります（ペンダントも

絵画も出アフリカ前のホモ・サピエンスが行なっていたことは述べました）。 

また、ドイツの 3 万 5000 年前の洞窟から、こなごなになった象牙がたくさんでてきました

が、それを復元したらフルートになり、きれいな音が出ることがわかりました。これは今の

ところ世界でもっとも古い楽器ということになります。これだけでなく、象牙でつくったマ

ンモスの像とかライオンや人間の像もいたるところで見つかっています。これは仲間どう

しの交流がなければ、同じものが広範囲で出るはずはありません。アイデアや同じ価値観を

やりとりした社会的ネットワークがあったことを意味しています。 

オーリニャック文化で目立つのは、図 9－5 のように、いちじるしく発達したブレード（有 

刃器）や骨角器で、これは前述しました石刃
せきじん

技法
ぎ ほ う

（ブレード技法）と呼ばれる手法で作り出

されたものであり、まず、原石（母岩石材）を輪切り状に大きく荒割りして打面を準備し、

石核の素材をつくり出したのちに調整加工を加えて石核を作り、これを連続的に同一方向

から加撃してほぼ同じ大きさの縦長
たてなが

剥片
はくへん

を打ちはがしていくというものでした。 

この剥片を刃器（石刃）とよび、二次加工を加えて多様な形態の石器を製作していました。

これにより、同じ規格の石器の剥片の量産が可能となりました。ムスティエ型石器（ネアン
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デルタール人の 9 万年前から始まった中期旧石器時代の石器）に比べて刃部が数倍の長さ

になりました。 

図 9－5 オーリニャック文化 

 

この石刃技法は、ユーラシア大陸西部からアルタイ、シベリア経由で東方アジアに広がった

革新的技術の一つとみられ、東北アジアの後期旧石器時代の開始を告げる技術的指標でし

た。日本においては約 3 万年前から約 1 万 5,000 年前頃にかけて使用されたナイフ形石器

がこの技法によるものでした。このように優れた技術は、後述します「創造と模倣・伝播の

法則」によって、ユーラシア大陸を横断して数千年後には東アジアの端にまで到達していた

のです。 

 さらにオーリニャック文化の中には死者の埋葬、宗教の萌芽、遠隔地との交流など、現在

にも通じる精神的、社会的な活動が始まったようです（これらのことはホモ・サピエンスが

アフリカにいるころから行っていたことは述べました）。 

 このオーリニャック文化は、短時間のうちに、それまでのヨーロッパのネアンデルタール

人のムスティエ文化にとってかわっていきました（ホモ・サピエンスが西アジア、ヨーロッ

パ、中央アジア、シベリアに入ってくる前から、それらの地域にネアンデルタール人が住ん

でいたことは述べました）。 

◇ヨーロッパの第 2 波―グラヴェット文化 

ホモ・サピエンスのヨーロッパへの第 2 の波は、おもに 3 万年前から 2 万 1000 年にかけて

のもので、フランス、ペリゴール地方のグラヴェット遺跡で発見され、グラヴェット文化と

呼ばれます。このグラヴェット文化の担い手は、中央アジアに進出した R 系統の子孫 H、

V 系統（H と V の系統は今日ヨーロッパ中に見ることができます）であり、その誕生の地

は、南アジア（4 万年前の北西インドとカシミール）やコーカサスであると考えられていま

す。 

この人々は南アジアからヨーロッパへのルートは、図 9-3 のように、インダス川からカシミ

ール、さらに中央アジアへ北上し 4 万年以上前にマンモスのような大きな獲物を倒しはじ

めました。これらのホモ・サピエンスの一部は、その熟達した技術をたずさえて西に向かい、

ウラル山脈を越えてヨーロッパ・ロシアとチェコ共和国、ドイツへと移動していきました。 

グラヴェット文化の特徴は、良質な原料の組織的な採鉱、高度な洞窟壁画、凝った埋葬、大
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きな角の道具、家の建材としての骨（ことにマンモスの骨）の使用、そして高度に専門化し

たマンモス狩りでした。このグラヴェット文化のホモ・サピエンスの進出は、おもに 3 万年

前から 2 万 1000 年にかけて、東ヨーロッパにとどまらず、その最高の芸術的表現を南フラ

ンスと北スペインで見ることができます。 

現在のチェコ共和国のドルニエベスト遺跡では、マンモスの牙に世界最初の地図らしき図

が刻まれていました。また、粘土でつくった焼き物のライオンの頭やビーナスの像が出てき

ました。今日のチェコのドルニ・ヴェストニッツェ遺跡のビーナス像は紀元前 2 万 9000 年

～2 万 5000 年のものとされる裸婦の人形であり、現存する最古の焼きものとされています

（お産のお守りでしょうか）。 

グラヴェット文化のビーナス像などは一つだけではありません。似たような像が西はフラ

ンスから東はロシアまで、ヨーロッパ全土で発見されています。グラヴェット文化がヨーロ

ッパ全体に根付いていた証拠でしょう。 

ホモ・サピエンスの遺跡からは、やり投げ器（投槍器）や「かえし」の付いた銛
もり

、弓矢など、

狩猟に効果的な「飛び道具」が発見されました。やり投げ器や弓矢などの飛び道具は、もち

ろん、当初は狩りを目的にしていたのでしょう。やり投げ器はアトラトルといわれ、小さな

槍を投擲
とうてき

する手持ちの投槍器・投矢器です。このやり投げ器にやり（矢）をそえて、やり（矢）

を投げると（やり投げ器は紐
ひも

で腕に結んであって投げません）、やり（矢）は飛距離が上が

り、かつ正確に的に当てられるというものです。 

アトラトルの発明がマンモスを人間の手で絶滅に追いやったとする説もあるほど使われた

ようです（ということは中央アジアで発明されたのでしょう）。アトラトルのような投槍器

は氷河期のほぼ全大陸で大型動物の狩猟に使用されていましたが、獲物である大型動物の

減少とそれにともない農耕、牧畜へ移行したことによって使われなくなりました（ただ、ア

メリカへ渡った人々が持っていったようで、中央アメリカのアステカで長く使用されてい

ました）。 

弓はしなやかな竹や木に弦をかけ、その弾力を利用して矢を飛ばす武器です。「創造と模倣

の法則」のとおり、広く世界に普及し、弓矢もベーリンジア経由でアメリカに持ち込まれま

したが、まったく孤立していたオーストラリアには伝播しませんでした。オーストラリアの

飛び道具としてはブーメランが使用されました。 

 

【９－３】最終最大氷期（LGM）のホモ・サピエンス（約 2 万年前、前後） 

ホモ・サピエンスの世界への分散の最中でしたが、今から 7 万年前、ウルム氷河期の氷期が

始まりました。北米大陸では、カナダ北東部のラブラドル高原だけでなく、ロッキー山脈や

ハドソン湾の西でも氷河が成長し始め、これらの源流から流れ出した氷河は、やがて一つに

なり、高さ 4000 メートル、北米大陸の北半分をおおう巨大な氷河となりました。 

世界的に見ますと、氷河は北緯 40 度まで広がり、陸地の 3 分の 1 をおおいました。なかで

も、北米大陸やユーラシア大陸は、氷床と呼ばれる巨大な氷河におおわれました。その厚さ
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は 3000～4000 メートル、富士山の高さに匹敵するほどでした。 

その後、氷期の寒さが厳しさを増して、2 万 6000～2 万年前、前後頃には最も寒い最終最大

氷期（Last Glacial Maximum。LGM）が訪れ、北ヨーロッパと中央ヨーロッパ、そしてア

メリカに氷の山が築かれ、海水面は 130 メートルも降下しました。 

◇ヨーロッパのホモ・サピエンス 

北ヨーロッパの大半は LGM の間、図 9－6 のように、居住できなくなりました。ヨーロッ

パ人は、LGM 時代でも気候が穏やかだった南の 3 ヶ所、スペインのバスク地方、イタリア、

ウクライナへ移住しました。 

まず、バスク地方のピレネー山脈の両側に位置するフランスとスペインの一部が避難場所

となりました。氷河の最盛期にヨーロッパの北西部では人口が減り、逆にこの地中海に面し

た南西部では増加しました。そしてこの地域では、オーリニャック文化とは異なるソリュー

トレ文化（2 万 1000 年前～1 万 7000 年前）が発達しました。 

ソリュートレ文化は、2 万 1000 年前から 1 万 7000 年前にかけてフランス中部や地中海沿

岸の一部に分布し、図 9－7 のような両端のとがった、よく均整のとれた葉形尖頭器の石槍

が特徴の文化で、オーリニャック文化とは別の系統でした。「押圧剥離」の技術が進歩し、

それが石の全面に施されていました。これは石材の縁に尖ったシカの角や骨、あるいは木な

どの柔らかい打撃具を当て、力を加えて微細な石片を剥離させるもので尖頭器や細石刃な

どを作る細かい加工技法でした。 

図 9－6 LGM 時代のヨーロッパ 

 

                         草思社『人類の足跡１０万年全史』 
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大きな月桂樹葉尖頭器は長い木の柄につけて石槍としたもので、小さい葉形あるいは菱形

の尖頭器は鏃
やじり

として使ったようです。「のみ」や錐
きり

として使った石器もありました。骨角器

では、錐
きり

や縫い針も作られていました。 

マドレーヌ文化はソリュートレ文化に引き続く 1 万 7000 年前から 1 万 5000 年前のもの

で、石器や骨角器はさらに洗練され、細石刃をはじめとする繊細かつ緻密に作られた道具が

発達しました（図 9－7 参照）。そして、現代の日常生活に使われる道具はすべてこの時代

に姿を現していたといわれるぐらいに、多様な種類の道具が作られるようになりました。 

南フランスやスペインの洞窟は北から逃れてきた人々の避難場所となりましたが、6～7 メ

ートルの高さの洞窟は、最も美しい壁画で彩られました。有名なスペインのアルタミラ洞窟

やフランスのラスコー洞窟の壁画や彫刻はこの文化に属するものです。スペイン北部のア

ルタミラ洞窟壁画は、ソリュートレ期に属する 1 万 8500 年前頃のものと、マドレーヌ文化

前期頃の 1 万 6500 年前～14000 年前頃のものが含まれています。当時のバイソン、イノシ

シ、ウマ、トナカイなどの動物が生き生きと描かれた壁画です。 

フランス西南部ドルドーニュ県のラスコー洞窟壁画は、1 万 5000 年前の後期旧石器時代の

マドレーヌ文化期後期にクロマニョン人によって描かれていました。地下に長く伸びる洞

窟は枝分かれし、壁画が集中している大空間などがいくつかあります。洞窟の側面と天井面

には、数百のウマ・ヤギ・バイソン・シカ・カモシカ・ヒト・幾何学模様の彩画・刻線画・

顔料吹き付けのヒトの手形など 500 点がありました。黒いウシの絵の角に遠近法が用いら

れ、そのほかのヒト・動物にも遠近法が用いられています。 

図 9－7 ソリュート文化とマドレーヌ文化 

 

                            F・ボルド、１９６８ 

これらヨーロッパ南西部の洞窟壁画群は、何世代にもわたって描かれていったと思われ、出

アフリカをはたしたホモ・サピエンスがそのもてる芸術的才能を遺憾なく発揮した芸術作

品です。 

現在のウクライナ共和国の首都キエフの近くのメジリチの遺跡で、1960 年に、総重量 2 ト
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ンにも達したマンモスの骨や牙などを取り除いたところ、遺跡は 1 万 5000 年前、LGM の

終わりの頃に、この地に住みついたヨーロッパ人の祖先、コーカソイド系民族が建てた住居

であり、復元したところマンモスの骨をドーム状に組み合わせた堅固な住居であることが

わかりました。このわずか一軒の住居に 95 頭ものマンモスの骨が利用されたことになりま

すが、ウクライナ地方では同じような住居が他にも多数発見されています。 

LGM の時代、ウクライナに住みついた人々はさかんにマンモスを狩り、肉を蓄え、骨は建

材、燃料として、毛皮は住居のおおいや防寒用の材料というように、そのすべてを無駄なく

使用する技術を編み出し、極寒の地に定着することに成功したようです。 

◇中央アジア、シベリアのホモ・サピエンス 

中央アジア、シベリアに進出したホモ・サピエンスの状況はすでに述べましたが、LGM が

やってきて、北極海は一面に海氷におおわれ、図 9－4 の右図のように、北シベリアは現在

の南極のような巨大な氷の塊でできた氷床におおわれました。 

LGM のあいだヒマラヤ山脈も氷冠となり、中央アジアでは砂漠が北緯 40 度周辺地域の南

に広がりました。図 9－4 の右図のように、北東アジアは狭い通路状のステップ・ツンドラ

を除きほとんど居住できなくなりました。南中央アジアの人口は極端に減少しましたが、完

全には消滅しませんでした。非常に厳しい気候にもかかわらず、ここに残った狩猟者には豊

かな収穫があったからです。 

当時のユーラシアでは、夏には緑一色になる広大な草原が西ヨーロッパからシベリアにか

けて広がり、当時の気温低下にともなって陸化したベーリング海峡の地域を経てアラスカ

まで広がっていました。マンモス・ステップにはヨモギの仲間やイネ科植物やスゲ類など多

くの種類の草が繁茂し、多くの動物を育んでいましたので、狩猟者は残ったのです。 

マンモス・ステップには、マンモスゾウのほかに、バイソン、ウマ、トナカイ、ケサイなど

多くの哺乳類がすんでいました。これらの草食動物を襲うホラアナライオン、ホラアナハイ

エナ、オオカミなどの肉食動物もいましたが、マンモスゾウは最大の動物で長い間、無敵で

あったようです。 

しかし、マンモスは更新世の末期（１万年前以前）に、つまり、この LGM が終わったとき、

絶滅してしまっていました。このマンモス絶滅の実行者は、道具や計略を使い集団で襲って

くるホモ・サピエンスであったという説がありましたが、しかし、マンモス狩猟者のシベリ

ア北部からアラスカにかけての更新世末（1 万年前以前）の遺跡はあまりに少なく、この広

大な地域で大型哺乳類が狩りつくされたと考えるのは無理があるといわれています。多分、

環境変化によって大型哺乳類が衰退していったときに、高度な狩猟技術をもったホモ・サピ

エンスが最後のとどめをさすような形となってしまったと現在は考えられています。 

その環境の変化とは、意外にも、LGM の寒さではありませんでした。その逆で LGM 後の

温暖化でした。なぜなら寒さならマンモスはそれに適応しておよそ 10 万年ごとに訪れる氷

河期に 200 万年間も健在であったのですから、今度も何ら問題はなかったでしょう。 

1 万年前をすぎて完新世になると、暖かくなった気候に合わせて草原は消失して、現在のシ
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ベリアのように広大な森林（タイガ）とツンドラが広がることになりました（図 9－4 の左

の 3 万年前の図に返ったようになりました）。マンモス・ステップは急激に縮小し、完新世

（1 万年前～）になると完全になくなって森林になってしまいました（巨大なマンモスは草

原の草を食べるようにできていて、森林では衰退したのです。恐竜が被子植物になって衰退

したのと同じようでした）。しかし、氷河期は 200 万年間、何度も繰り返していて、そのた

びにマンモス･ステップも拡大･縮小を繰り返していましたが、マンモスもステップにあわ

せて増減し、マンモスは滅亡することはありませんでした。そのたびに力強く再生していま

した。 

しかし、このたびは前代未聞のホモ・サピエンスという動物のシベリア進出があり、ホモ・

サピエンスはマンモスの窮状などおかまいもなく、どんどん減少したマンモスを（飛び道具

を使って）狩ったのでしょう、縮小したマンモスはとどめをさされ、二度と再生できなくな

ったと考えられています。 

いずれにしても、後期更新世末で、多くの大型草食動物が絶滅しましました。草食動物が絶

滅したので、自然に肉食動物も絶滅してしまいました。 

◇東アジアのホモ・サピエンス 

東アジアでも、LGM（約 2 万年前）になると、かつてヒトが住んだ地域の中で、北東アジ

アはもっとも厳しい寒さにさらされた場所でした。したがって、そのような環境で生き残る

ためには、身体的にも文化的にも特殊な適応が不可欠であったといわれています。一般的形

質をもつ東南アジア人が南から北へ移動して、厳しい環境に置かれ、適応のための形態変化

が速く起こり、この適応によって北モンゴロイドといわれる典型的なアジア人が生まれた

という説がありました。 

1960 年代にアメリカの人類学者のカールトン・スティーヴンス・クーン（1904～1981 年）

は、「細い目、内眼角贅皮
ないがんかくぜいひ

（蒙古ヒダ。図 9-8 参照）、低い鼻、幅広の「扁平な顔」といった

特徴（東アジア人によく見られ、当時はモンゴル人に似た顔立ちと言われました）は、明ら

かに寒冷な気候への適応で、眼球を保護し、寒気にさらされる突出した部分（鼻）を減らそ

うとした結果である」と発表しました。彼によると、これらは LGM の寒さに対応したもの

であり、アーモンド型の細い目は氷の照り返しを遮
さえぎ

るため、まぶたの下の皮下脂肪は寒さ

から瞳を守るため、鼻が低いのは超低温のためにやけどしてしまうのを防ぐためというの

です。 
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図 9-8 蒙古ヒダ 

 

しかし、同じ大陸の西側の、寒い環境で暮らしたネアンデルタール人や同じ LGM に耐えた

ヨーロッパ人は、寒冷適応として大きな鼻が突出し、冷たい空気を肺に入る前に温めるよう

になっています。もし東アジア人の顔立ちが寒冷適応だとしたら、なぜ北ヨーロッパ人も同

じ外見にならなかったのでしょうか。 

その後、人類学者の A・T・スティーグマンは 0 度の環境で日本人とヨーロッパ人の顔の表

面温度を比べて、熱応答（温度が変化する速さ）に違いがないことを明らかにし、「むしろ

ヨーロッパ人の細くてタカのような顔の方が、アジア人の顔よりも寒さに耐性がある」と結

論づけました。進化生物学者のブライアン・シェアは、エスキモー人の顔の構造を調べて、

「鼻と副鼻腔の内部構造には、いくらか寒冷適応の兆候が見られなくもないが、アジア人の

顔が寒冷地仕様であるという一般的な見方を後押しする証拠は皆無である」と結論しまし

た。 

いずれにしても、典型的な東アジア人の顔立ちが、（LGM 前にはなかったのに）LGM 後に

生まれたということが事実であるとしても、それが寒冷によるものか、他の理由によるもの

か、今後の研究に待たなければならないでしょう（たまたま最初に北方へ進出したグループ

がそのような特徴をそなえていてボトルネック効果で北モンゴロイドになっただけだとい

う説もあります）。 

 さて、LGM の最盛期には、モンゴルに残ったものもいましたが、多くのものが LGM を

さけて移動しました。その中には、シベリアからアメリカへ向かったものもおり、後述する

ように新しいベーリンジア大陸にとどまったものもいました（図 9－3 参照）。 

北の新疆
しんきょう

高地とモンゴルで狩をしていた者たちは、南シベリア低地の避難地へ逃れました。

また、アムール川をくだりオホーツク海へ出ると、沿岸の気候はやや穏やかでした。図 9-4

のように海水面が大幅にさがって、東シナ海と黄海は干上がり、日本はサハリン島を通して

アジア大陸につながりました。後期旧石器技術をもった人々が東アジアに、ことに日本と朝

鮮に入っていきました（このとき細石器をもったモンゴロイドが日本に入ったことは後述

します）。 

高く寒く乾燥したチベット高原からもブラマラ川をくだってインドのアッサムへ、メコン

川からインドシナへ、東の長江から南中国へと逃れました。北東チベットの青海高原にいた
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者たちは北中国の黄河へと追われました（かつての図 9-3 の①②③のルートを逆に下った

のです）。インド亜大陸には新しい土地ができ、スリランカとつながりました。LGM によっ

てもっとも土地が増えたのは東南アジアで、図 9-4 のように、東シナ海、バンコック湾、ジ

ャワ島が干上がり、インドシナ、マレーシア、そしてインドネシアの大小の島々がつながっ

て、広さがインドの 2 倍あるスンダランドという森林とサバンナが寄せ集まった一つの広

大な大陸になりました。 

 しかし、1 万 5000 年ぐらいに LGM が終わりをつげ、氷が溶け、海が巨大な潮のように

戻ってくると、今度は陸地の縮小となり、大混乱が起きたことでしょう。しかし、急速な海

面上昇とともに、そのような沿岸居住の考古学的証拠の多くは消されてしまいました。日本

やインドネシアのいくつかの島のような切り立った海岸線があるところには、そのような

氷河時代の考古学的証拠が残っていますが、遠浅の続く大陸棚の海岸では大部分は消滅し

てしまっています。 

 なお、モンゴロイドの東アジアと東南アジアでの拡大は少なくとも 1 万 8000 年前ごろか

らはじまったもので、1 万年前以降に開始された農業によって、中国の人口が急拡大して周

辺地域へ拡散していったのとは区別されなけねばなりません（後に中国大陸で農業がはじ

まり、人口が増えて、再び中国大陸から周辺の東南アジア半島部や島嶼部へ押し出していっ

たことは後述します）。 

◇アメリカへの進出 

ホモ・サピエンスがアメリカへ進出したころは、氷河期であったため、現在のベーリング海

峡ならびにシベリアとアラスカの沿岸部は干上がって陸橋になっていました。これをベー

リンジア（ベーリング平原。図 9-3 参照）といいます。とくに LGM の時期、2 万 5000 年

前から 1 万 1000 年前のあいだ、海水面は非常に低くなったので、たんなる陸橋ではなく、

独立した大陸で、その最大の広さは 130 万平方キロメートルもありました（日本の 3.5 倍）。

そこは氷におおわれなかったばかりではなく、草の生えたツンドラが草食動物の群れを養

っていました。 

北アメリカは、図 9-3 のように、陸橋が存在していたほとんどのあいだ氷冠は南まで続き、

氷の通路は 2 万 5000 年前から 1 万 5000 年前までのあいだ閉ざされて、極北とそれ以外の

アメリカとの接触をはばんでいました。当時はベーリンジアとアラスカの西部は両大陸か

ら切り離された氷河時代の避難地になっていたと考えられています。 

1932 年、アメリカのコロラドで、図 9-9 のような樋状
ひじょう

剥離
は く り

（基部から先端まで中央に浅く

くぼみをつけたもの。柄をつけるため）のある大きな尖頭器が、マンモスの骨とともに見つ

かりました。その 5 年後にはニューメキシコ州クロヴィス（図 9-3 参照）で、同様のものが

ふたたびマンモスの骨とともに見つかりました。そこでクロヴィス尖頭器と呼ばれるよう

になりました。その後クロヴィス尖頭器はアメリカ大陸のいたるところで見つかるように

なりました。 

 



 

 

37 

 

図 9-9 クロヴィス尖頭器 

 

                            F・ボルド、1968 

 早期のクロヴィス尖頭器は 1 万 1000～1 万 1500 年前のもので、1 万 2000 年より古いも

のはありませんでした。これは、図 9-3 のように北アメリカで二つの大氷床が溶けていって

そのあいだに通路が開き、アラスカを通ってカナダからアメリカ各地への通行が可能にな

った時代（およそ 1 万 2000 年から 1 万 3000 年前）で、クロヴィス石器の出現はその直後

と考えられ、ツジツマがあっていました。 

つまり、通路は氷によって閉ざされていたのでホモ・サピエンスはクロヴィス尖頭器が現れ

るより以前にアメリカに入っていくことはできなかったというクロヴィス最古説が定説に

なりました。この時代（1 万年あまり前）のクロヴィス尖頭器が代表する文化は、クロヴィ

ス文化といわれるようになりましたが、アラスカ北部から中米のグアテマラまで分布し、高

度に発達した石器や骨器をともなっていました。 

考古学者たちは、この文化を担ったひとびとをパレオ・インディアン（古代インディアン）

と呼び、アメリカ先住民（アメリカ・インディアン）の祖先であるとしました。彼らはマン

モスやウマなど大型動物の狩猟者で、その影響でアメリカの大型動物は急速に姿を消した

といわれています。 

 このホモ・サピエンス（パレオ・インディアン）は、南北アメリカを南下し、ついに、図

9－3 のように、1 万 500 年前には南アメリカの先端のフェゴ諸島にまで到達しました。こ

こに 8 万 5000 年前に出アメリカをしたホモ・サピエンスの世界への分散の旅（グレート・

ジャーニー）は、7 万 4500 年間の旅でしたが、大まかなところで終わったとされました（そ

の後も、太平洋の島々などへの移住はありました）。 
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 ところが、その後、クロヴィス尖頭器以前の証拠がある新しい考古学遺跡が南北アメリカ

で多数発見され、それ以前に、つまり 1 万 3000 年以前にホモ・サピエンスはアメリカに進

出していたのではないかという議論が起こってきました。たとえば、チリ南部のモンテベル

デ遺跡（図 9-3 参照）やブラジルのペドラ・フラダ遺跡（図 9－2 参照）です。 

そのほかにもクロヴィス尖頭器以前の遺跡が多数発見されており、今ではクロヴィス以前

に南北アメリカへの移動はあったと考えられるようになってきて、複数のルートが議論さ

れていますが、結論は出ていません。 

また、アメリカ先住民の遺伝子分析が、いろいろなグループで続けられていますが、全ての

主流ミトコンドリア DNA が最終最大氷期 LGM（2 万年前後）以前にすでにアメリカに入

っていたという点は、ますます有力になっています。このアメリカ先住民の遺伝子分析によ

る年代は、アメリカ植民が 3 万年前、あるいは 4 万年前でさえある可能性を提起していま

す。 

そこで、遺伝子分析とあわせて、つぎのような考えも出てきています。 

まず、はじめの集団が LGM 前にベーリンジアに到着し、アメリカに入りアメリカ中に広が

りました。つまり、少数のホモ・サピエンスがアメリカに入り、クロヴィス文化遺跡より早

い遺跡に住みつきました。それから LGM がやってきて、カナダやアラスカにいた者と、残

りの南の集団とは分断されました。その過程で極北にいた者たちは、LGM 時代をベーリン

ジアで生きのび、LGM が終わるとその後二次的な再拡大がありました。この二次的な再拡

大の時期がクロヴィスの時代ごろに合致しているというものです。こうであれば 1 万 3000

年より古い遺跡については、一応説明はつきます。 

また、図 9-3において、LGM の最中に北アメリカ大陸が閉ざされようとそれには関係なく、

出アフリカ以来の海岸採取をしながら、アジアの海岸をまわり（中国、日本あたりに 6～4

万年に達していたことは述べました）、さらに北上し、ベーリンジアを渡り、アメリカの西

海岸をただひたすら海岸採取をしつつ南下していった可能性も唱えられています。当時の

海岸は百数十メートル水位が低くなっていたので、北アメリカの西海岸をひたすらに南下

したのち、海水面が上昇したので彼らのルートの大部分は消されてしまったというのです。 

いずれにしても、アメリカに進出したホモ・サピエンスがいつ、誰であり、どのようにして

かなどについては、なお研究が続けられています。 

この南アメリカ南端到達で、8 万 5000 年前にアフリカを発ったホモ・サピエンスの世界分

散の長い旅は終わり、それぞれの地域でそれぞれの人類の歴史がはじまったのです。 

そう考えると、たとえばインドの歴史は 7 万 4000 年、中国の歴史は 6 万 8000 年、オース

トリア（アボリジニ）の歴史は 6 万年、日本の歴史は 4 万年、ヨーロッパの歴史は 4 万年、

アメリカ（インディアン）の歴史は 3～1 万年の歴史しかありません。人類はまだ、ほんと

うに若いという気がします（最近、原発の高濃度放射性廃棄物を 10 万年間も管理すること

が議論されていますが、とても真面目な議論とは思えない人類の思い上がりでしょう）。 

◇人類はみな同じ 
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 ヒトのメラノコルチン受容体遺伝子は、皮膚細胞で合成されるメラニン色素の割合をコ

ントロールしています。遺伝子分析によりますと、ホモ・エレクトスであった 170 万年前

頃に無毛になったときに、メラノコルチン受容体遺伝子の突然変異が広まり、アフリカ人は

つねに濃い（黒い）肌色でいるように進化して、紫外線による葉酸の破壊（破壊されると生

殖能力が落ちます）や皮膚がんを防止してきたことは述べました。 

したがって、8 万 5000 年前に出アフリカしたアフリカ人グループの肌の色も当然、黒く、

インド洋沿岸を東南アジアまで移動していったときは、ほぼ熱帯地方でしたから、同じく黒

かったでしょう。 

ところが、ホモ・サピエンスは世界中に広がっていくなかで（アラビア湾から北のヨーロッ

パの方へ、インダス川を北へ中央アジアの方へ、そして、東南アジアから東アジアの方へ）

日照量の少ない北のほうへと向かいました。この時期（5～4 万年前から）は、氷河期の真

っただ中であり、氷河期は曇りの日が多く、直射日光が減ったでしょうから、遮らなければ

ならない紫外線も減って、メラニン色素はあまり要らなくなりました。しかし、メラニン色

素が要らないからといって、これだけでは皮膚の色が薄くならなければならない（進化する）

ことはありません。メラニン色素が生き残りとはまるで無関係なら、色の濃い薄いはどうで

もいいことです（そのようなときには進化は起きません）。 

ところが実際には日差しの弱い地域ではメラニン色素が少ないことが必要であることがわ

かってきました。その理由は、ビタミン D を合成するために、ある程度の紫外線を体が必

要とするからです。ビタミン D はカルシウムの代謝や栄養の吸収で重要な役割を果たして

おり、不足するとカルシウムがうまく吸収されなくなり、骨が脆
もろ

くなって変形します。また、

大人が長期間ビタミン D 不足になったり、育ち盛りの乳幼児がビタミン D 不足になったり

しますと、骨軟化症やくる病などの病気にかかる可能性があります。 

出産年齢の女性が骨
こつ

変形
へんけい

になれば、骨盤の変形が母親の出産に大きな影響を与えることに

なりました（ヒトの出産がいかに大変であるかは述べました）。（医学が進歩していなかった

時代には）母親と赤ちゃんに生殖の脅威を与えることは明らかに、選択圧（進化圧）が働き、

北の方で暮らすようになったホモ・エレクトスはビタミン D をうまく合成できるよう、皮

膚の色を薄くして適応するようになりました（そのように進化しました）。 

したがって、ホモ・サピエンスが北へ行くにしたがって（紫外線が弱まるにしたがって）紫

外線の吸収率を高めるために、黒色の肌から少しずつ薄色の肌に変るように進化していき

ました。もっとも太陽の弱い北方地域のように日射の少ない地域では、紫外線をより多く吸

収できるようにメラニン色素がもっと少なくなり、人々の肌色は白くなったのです。 

北欧と赤道地域の中間の日射量（紫外線）の地域では、それに応じたメラニンの量によって、

程度のちがう褐色（あるいは黄土色、肌色）になりました。毛や虹彩の色もメラニンの量に

よって決まります。 

皮膚の色を決める遺伝子が見つかったのはつい最近でした。メラニン作りを担う遺伝子が

初めて報告されたのは 1999 年でした（関わる遺伝子の数などは地域ごとの集団によって異
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なるようで皮膚色の制御システムは単純ではないようです）。 

ということで、現在の世界の平均的な肌の色は、相対的な紫外線量と一致しています。 

このように、肌の色は、もともとは健康を維持するきわめて重要な、しかも合理的な仕組み

であり、肌の色によって差別すべきものでないことは明らかです。 

人類はこのようなことが分からない時代には、自分たちに都合のよいように理屈を考えま

した。ヨーロッパ人は肌の色がなぜ違うか、神がそのように（差をつけて）お作りになった、

ということにしました。自分たちのグループをまとめ、競合するグループを排除できる分か

りやすい特徴や口実として、肌の色を利用したのです。その理由がわからない時代にはやむ

をえなかった面もありますが、科学的に理由がわかった現在では、肌色で人類を分け、差別

するということは、おのれの無知をさらけだしている行為といわざるをえません。 

いずれにしても、8 万 5000 年前にアフリカを旅立ったときには、すべての人類は、同じ能

力をもった黒色の肌色をしたホモ・サピエンスでした。それが世界に分散しているあいだに

地球面上の太陽光の当たり具合に適応して、肌色が変わっただけだと認識する必要があり

ます。近代の歴史が犯したように、肌色の違いをもって人種が違うとしたり、差別の理由に

したりするようなことがあってはなりません。また、アフリカ時代のホモ・サピエンスで述

べたように、人類の本質的な能力は私たちホモ・サピエンスはみな同じです。 

 

【９－５】ホモ・サピエンスの日本到達と旧石器時代・縄文時代 

◇ホモ・サピエンスの日本列島到来と旧石器時代（約 4 万年前～約 1.5 万年前） 

ホモ・サピエンスが日本列島に到達することが想定される 5～4 万年前には、地球は氷期で

あり、海面は、現在より 80 メートル低く、少し陸域が広がっていました。アジア大陸では

黄海がほぼ消失し、中国東部の海岸線が 100～400 キロメートルも沖に張り出していて、台

湾は大陸の一部になっていました。 

日本列島は大きく 3 つに分かれていました。北海道は、現在の青森と函館間の津軽海峡で

隔てられ古本州島と離れていましたが、サハリンを介してロシアのアムール川河口域まで

陸続きであり、アジア大陸から南北に伸びる半島の先端となっていました。津軽海峡の最深

部は 133 メートルありますので、ここは海が残っていましたが、海峡はわずかな距離にな

っていました。 

日本列島では瀬戸内海が存在せず、本州・四国・九州がつながって一体となった古本州島を

形成していました。朝鮮海峡の最深部は 120 メートルですので、ここも海は残っていまし

たが、古本州島と朝鮮半島とは、現在より狭い海峡で分け隔てられていました。琉球列島の

島々も少し拡大し、石垣－西表、沖縄－慶良間
け ら ま

など合体していました。 

このようなことで、当時の日本列島には、今では絶滅したナウマンゾウ、オオツノジカ、ヘ

ラジカ、ステップバイソンなども大陸北方から渡ってきていました。植生においては落葉広

葉樹が減って、針葉樹が列島のかなりの範囲をおおっていました。 

5 万年前～4 万年前頃には（南ルート、北ルートともに）東アジアに達していたと思われる
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ホモ・サピエンスが、大型の動物を狩りながらアジア大陸から日本列島に入り込んでもおか

しくない状況になっていました。 

《遺伝子分析からみた日本到来のホモ・サピエンス》 

まず、現在の分子人類学の成果でどのようなことがわかっているかを述べてみます（以下、

崎谷満氏の『新日本人の起源―神話から DNA 科学へ』を利用させていただきました）。 

 アフリカを出たホモ・サピエンスは、図 9-3 に示しましたように、 

 ・南ルート：アフリカ→インド→東南アジア→オーストラリア 

 ・北ルート：アフリカ→西アジア→中央アジア→シベリア・華北→東アジア・アメリカ 

 ・西ルート：アフリカ→西アジア・中東→ヨーロッパ・北アフリカ 

 それぞれのルートを移動したホモ・サピエンス集団は、現在それぞれの地域に古い先住系

ハプログループを残していますので、それをもとに推定できます。 

従来、南ルート系集団は、インド→東南アジアからオセアニア、オーストラリアへ移動した

だけでなく、東南アジアから北上して中国北部まで達したと考えられていましたが、最新の

遺伝子分析では東南アジアからフィリピンぐらいまで北上しただけだとわかりました（明

らかに南方系のヒトも南の海から日本列島に来ているようですが、それは時代が下ってか

らだったようです）。むしろ、次に述べるように北ルート系集団が南下してきたことがわか

りました。 

北ルート系集団は、移動範囲が広く、シベリア、東アジア、アメリカ大陸という地域にとど

まらず、最新の研究では、南ルート系集団・西ルート系集団がすでに展開していた地域にま

で、広く移動して行っていました。 

しかし、ミトコンドリア DNA では、オセアニアからの逆流そのものがほとんど観察されま

せんでした。島嶼部インドネシアのミトコンドリアDNAの中のオセアニア系の比率は5.9%、

ベトナムでは 0％、フィリピン、台湾先住民でも 0％です。つまりスンダランドからの北上

以前に、周辺地域への波及も少なかったことがわかりました。 

このように、南ルート系集団（インドおよび東南アジアの先住系集団）の北上はほとんど皆

無です（南ルート系集団の日本列島への流入は無視できるものです）。つまり、北ルート系

集団の移動地域は広大であり、内部の多様性が非常に大きいものとなりました。 

また、西ルート系集団の多様性は小さく（Y 染色体ハプログループ FT とハプログループ

E1b1b のみ、ミトコンドリア DNA はマクロハプログループ N のみ（下位の R を含む））、

またその移動地域は限られていました。 

なお、シベリア中央部・西部さらにヨーロッパ北部には、前述の北ルート系集団が華北・シ

ベリア南部を経て移動して来ました。このため、ヨーロッパは西ルート系以外の集団も到達

してその多様性を若干豊かにしました。 

さてそこで、北ルート系集団が日本に至ったルートの絞って述べます。 

 北ルート系集団は、出アフリカ後、中央アジアを経て、シベリア南部（Y 染色体ハプログ

ループ C3 、D、Q，RIａ）あるいは華北（Y 染色体ハプログループ N，O）に達し、そこ
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からさらにシベリア極北部を目指した者があり、その一部は後にアメリカ大陸に至ったよ

うです。 

 しかし、北ルート系集団の大部分はシベリア南部・華北から南下して前述しましたように、

華南・東南アジアへ、さらにオセアニアへ達しました。その途中で北ルート系集団は、シベ

リア南部・華北から朝鮮半島を経て日本列島へ達しました（Y 染色体ハプログループ C1 、

D2（これから日本で D1ｂが誕生）、N、O、ミトコンドリア DNA ハプログループ A、B、

D、G、F、M7 、N9）。 

また、北ルート系集団のうち、極東・アムール川流域を経てベーリング地域を目指しアメリ

カ大陸へ達した者もありましたが、極東・アムール川流域からサハリン経由あるいは中国・

朝鮮半島経由で日本列島へ達した者（Y 染色体ハプログループ C3、Q、ミトコンドリア DNA

ハプログループ N9、M7）もいました。 

崎谷満氏は、北ルートの指標として、石刃技法について述べています。シベリア南部および

東アジア北部におけるホモ・サピエンスの出現は、後期旧石器時代の石刃技法の出現によっ

て示されます。石刃技法は、一つの石刃核から殴打によって定型的な石刃を量産する技法で

あり、すでに出アフリカ以前にホモ・サピエンスによって開発されていたことは述べました。

それによるナイフ型石器・三日月型石器などは出アフリカ後のホモ・サピエンスの移動に携

帯されて、北ルートを経て中央アジア→シベリア南部→華北→九州（日本列島）へと伝播し

ました。 

つまり後期旧石器時代の代表的文化である石刃技法は、南ルートではなく、北ルート経由で

ホモ・サピエンスと共に日本列島に達しました（後述するように日本列島の最初期の遺跡か

らも石刃技法の石器が出土しています）。シベリア南部での石刃技法の出現が 4 万 5000 年

前、その後、華北での出現を経て、朝鮮半島、（当時狭まっていた対馬海峡を経て）九州へ

広がって行きましたが、九州・日本列島では 3 万 6000 年前と推定されています。 

その担い手は、前述しましたように、北ルート系集団であり、シベリア南部・華北から朝鮮

半島を経て日本列島へ達しました（Y 染色体ハプログループ C1、D2（これから日本で D1b

が誕生）、N、O、ミトコンドリア DNA ハプログループ A、B、D、G、F、M7、N9 ）。 

ハプログループ D のうち、東進して日本列島に至り誕生したのがハプログループ D1ｂであ

り、アルタイ-チベット付近にとどまったグループから誕生した系統がチベット人に高頻度

のハプログループ D1a です。東アジアの他地域では D1b の姉妹型 D1a がチベット人の最

大 49%、ヤオ族（中国湖南省から雲南省、東南アジア北部の主に山地に広く住む中国の少

数民族）の 30%に観察されます（以前から日本人はチベット人によく似ていると言われて

いました）。 

アリゾナ大学のマイケル・F・ハマー博士は「縄文人の祖先は約 5 万年前には中央アジアに

いた集団であり、彼らが東進を続けた結果、約 3 万年前に北方オホーツクルートで北海道

に到着し、日本列島で D1b が誕生した」とする説を唱えました。前述の崎谷満氏はハプロ

グループ D が華北を経由し九州北部に到達し、日本列島で D1b が誕生したとしています

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%81%E3%83%99%E3%83%83%E3%83%88%E4%BA%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%81%E3%83%99%E3%83%83%E3%83%88%E4%BA%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A4%E3%82%AA%E6%97%8F
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%AD%E8%8F%AF%E4%BA%BA%E6%B0%91%E5%85%B1%E5%92%8C%E5%9B%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B9%96%E5%8D%97%E7%9C%81
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9B%B2%E5%8D%97%E7%9C%81
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%AD%E5%9B%BD%E3%81%AE%E5%B0%91%E6%95%B0%E6%B0%91%E6%97%8F
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%AD%E5%9B%BD%E3%81%AE%E5%B0%91%E6%95%B0%E6%B0%91%E6%97%8F
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%AA%E3%82%BE%E3%83%8A%E5%A4%A7%E5%AD%A6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B8%84%E6%96%87%E4%BA%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A5%96%E5%85%88
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AA%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%84%E3%82%AF
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8C%97%E6%B5%B7%E9%81%93
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8C%97%E6%B5%B7%E9%81%93
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B4%8E%E8%B0%B7%E6%BA%80
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%8F%AF%E5%8C%97
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B9%9D%E5%B7%9E
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（遺伝子時計では年代はかなり前後します）。 

D1b は日本列島に初めて到達したホモ・サピエンスのタイプと考えられており、日本で誕

生してから 3 万 7000 年～3 万 8000 万年ほど経過していると考えられています。D1b は、

日本人の約 32%～39%にみられ、沖縄の 55.6%、アイヌの 87.5%もこれに属します。沖縄

や奄美大島や日本全土で大多数を占めます。 

 さらに北ルートを経て東アジアに達したホモ・サピエンス系集団のうち、南下しないで 

東進して極東・アムール川流域へ達した者もいました。そして最終氷期最盛期（2 万 2000

年～1 万 8000 年前）の直前頃にバイカル地域で新たに生まれた細石刃技法は、すぐにこの

極東・アムール川流域へ伝播してきました。楔形細石刃核を持つこの細石刃技法はシベリア

に特異的であり、周辺部分への波及はこの極東・アムール川が大きな役割を果たしていたこ

とが推定されます。 

このシベリア系細石刃文化は日本列島へは二つのルートで流入しました（Y 染色体ハプロ

グループ C3、Q、ミトコンドリア DNA ハプログループ N9、M7）。一つ目はサハリンを経

て北海道まで至るルートで、当時地続きであった関係で北海道は非常に早期の 2 万年前に

細石刃文化が出現しました。二つ目は中国東北部・朝鮮半島を経て九州へ至るルートで、西

九州・長崎ではこのシベリア系細石刃文化が遠隔地であるにもかかわらず確認されていま

す。 

 シベリア系細石刃文化を担ったホモ・サピエンス集団は、Y 染色体ハプログループ C3 が

想定されています。ミトコンドリア DNA についてははっきりしたことは不明ですが、極

東・アムール川流域については N9b，M7a などが想定されています。今でも極東・アムー

ル流域では N9b および M7a が特異的に高頻度で確認されており、また北海道古代人にお

いて圧倒的高頻度の N9b および低い頻度ながら M7a が確認されています。 

なお現在でも九州北部では N9b、M7a は確認されています。さらに九州北部を経て北琉球

においても N9b，M7a は確認されます。このように極東・アムール川流域からのホモ・サ

ピエンス集団の流れが、遠く北琉球にまで及んだことが確認できます。この北琉球の N9b、

M7a は、アイヌ民族の直接の南下によるものでなく、極東・アムール川流域から別ルート

で九州を経た集団であるため、アイヌ民族と琉球民族との直接の関連性はなかったと推定

されています。 

また、考古学的に北海道と西九州には細石刃文化が確認されますが、北琉球には確認されて

いません。関連する Y 染色体ハプログループ C3 も北琉球では確認されていません（従来あ

った二重構造モデルによるアイヌ・琉球同祖論は遺伝子分析からは否定されることになり

ました）。 

以上のように、日本列島へ流入して来たホモ・サピエンス集団は、すべて北ルート系集団で

した。南ルート系集団、西ルート系集団とも日本列島には見られません。これは日本列島が

シベリア・東アジアと共通の多くの文化を共有していることを示すものです。このように、

ミトコンドリア DNA ハプログループおよび Y 染色体ハプログループのいずれにおいても、

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E4%BA%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%82%A4%E3%83%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B2%96%E7%B8%84
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B2%96%E7%B8%84
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A5%84%E7%BE%8E%E5%A4%A7%E5%B3%B6
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この日本列島には非常に遠隔なホモ・サピエンス集団が何十にも及ぶ極めて高い多様性を

維持したまま今日に至っていることがわかります（極東の島国ですから多様な遺伝子の溜

り場になったようです）。 

このことは、ずっと時代は下がりますが、最近発見された小竹貝塚の人骨遺伝子分析からも

わかります。2015 年、北陸新幹線の工事中に、富山県のほぼ中央に位置する呉羽
く れ は

丘陵から

小竹貝塚が発見され、縄文時代前期後葉（約 6000 年前）を中心に 500 年間営まれていたこ

とがわかりました。貝塚は大半を汽水産のヤマトシジミで占められ、現地表下 2 メートル、

貝層の厚さは 2 メートルで広がっていました。貝殻の廃棄域には墓域も含まれ、ここから

縄文時代前期としては全国最多となる 91 体の埋葬人骨が出土しました。貝（アルカリ性）

によって人骨が守られ、保存状態がよかったので 13 体の DNA 分析ができ、5 タイプのミ

トコンドリア DNA が発見されました。 

A:北アジア（バイカル湖周辺）で誕生。 

G:現在のロシア・シベリア周辺で誕生。 

M9：ミャンマーあたり、南方で誕生し、日本とチベットの 2 手に分かれる。 

M7a：沖縄、現在の沖縄のおよそ 4 人に 1 人。 

N9b:沿海州、満州、富山の小竹貝塚で一番多く出ました。 

今まで縄文人は比較的狭い地域から来たと考えられていましたが、小竹貝塚の新発見で、世

界各地から寄せ集まった“多様な祖先”というのが日本人であるというイメージが強くなり

ました。 

現代日本人のミトコンドリア DNA＝およそ 20 のタイプ （D4:中国大陸の真ん中） 

D4 :33％    M7a：8％   M8 :3％    N9a:5％    その他 2％ 

D5 :5％     M7b:5％    M9 :4％    N9b:2％    （C,M10,Z,D6 など） 

A  :7％     M7c:1%        B4 :9％    F  :5％ 

G  :7％              B5：4％    Y  ：5％ 

《ホモ・サピエンスの人骨化石》 

ホモ・サピエンスの到来を人骨化石で確認するのが、一番いいのですが、火山灰に覆われた

北海道～九州の古本州島は、酸性土壌のため、化石が残りにくく、人骨化石がほとんどあり

ません。それに対して琉球列島では、サンゴ礁を起源とする石灰岩が発達しており、そのア

ルカリ分で化石骨が保存されるので、人骨化石が発掘されています。 

もっとも古いもので、沖縄県那覇市山下町の第一洞穴遺跡で発見された山下洞人ですが、8

歳程度の幼児（女子）のものとみられ、3 万 2000 年前(較正年代では 3 万 6000 年前)のもの

とされています。 

沖縄県八重瀬町港川採石場で発見された港川人は、4 体分（成人男性 1 体、成人女性 3 体）

の保存のよい人骨でしたが、その年代はおよそ 2 万年前のものであることがわかりました。 

港川人の身長は男性で 155 センチ、女性で 145～150 センチ程度で、眼窩上
がんかじょう

や眉間の隆起

が発達したやや原始的で頑丈な頭と顔、上半身が華奢
きゃしゃ

でとくに肩幅が極端に狭い体形をし

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%81%AB%E5%B1%B1%E7%81%B0
https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E9%85%B8%E6%80%A7%E5%9C%9F%E5%A3%8C&action=edit&redlink=1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8C%96%E7%9F%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B1%B1%E4%B8%8B%E7%94%BA%E7%AC%AC%E4%B8%80%E6%B4%9E%E7%A9%B4%E9%81%BA%E8%B7%A1
https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E8%BC%83%E6%AD%A3%E5%B9%B4%E4%BB%A3&action=edit&redlink=1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B2%96%E7%B8%84%E7%9C%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%85%AB%E9%87%8D%E7%80%AC%E7%94%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B8%AF%E5%B7%9D%E4%BA%BA
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ていました。頭骨のかたちをアジア東部から知られるいくつかのホモ・サピエンス化石と比

較すると、港川人は中国北部の山頂洞人よりも、ジャワ島のワジャク人などとよく似ていま

す。こうした理由で、港川人の祖先は東南アジアあたりからやってきたと一般に考えられて

います（遺伝子分析はできていません）。 

白
しら

保
ほ

竿
さお

根
ね

田原
だ ば る

洞穴
どうけつ

遺跡
い せ き

は、沖縄県石垣市東部の白保から盛山にかけて分布する洞穴内にあ

る遺跡で、発見された人骨は少なくとも 19 体分以上であり、人骨のうちの 1 体（4 号人骨）

は約 2 万 7000 年前（較正した年代）のもので、全身骨格がほぼ残った人骨としては国内最

古であると発表されています。 

前述しました崎谷満氏は『新日本人の起源』の中で、「南琉球の先史時代は台湾（オースト

ロネシア系文化）からの影響力が大きかったようで、それは現在の南琉球・先島諸島に色濃

く残っていることから想定されます。南琉球の先史時代のホモ・サピエンス集団や言語につ

いても、オーストロネシア系（Y 染色体ハプログループ O1a、ミトコンドリア DNA ハプロ

グループ B4a*、B4a1a1 など）の影響が大きかったことが推定されるが、まだ実証された

わけでない」と述べています。 

まだ、これからも人骨が発見されるかもしませんが、今までの沖縄地方で発見された人骨の

研究成果は、総じて彼らがアジア南ルートをたどった集団の子孫であった可能性を示して

います。 

《最初に渡来したホモ・サピエンス》 

 日本旧石器学会の集計によれば、全国には旧石器時代の遺跡が 1 万ヶ所以上ありますが、

そのうち、3 万年前より古い遺跡は、全国に 442 あります。このように全国に広がる旧石器

遺跡の中で、一番古い年代値（4 万年前）が出ているのは、長野県の野尻湖遺跡群です。 

野尻湖遺跡群では、1948 年に地元住民が偶然ナウマンゾウの臼歯を発見したことにより、

1962 年から湖底や湖畔での発掘調査が始まりました。1973 年の第 5 次発掘では、ナウマ

ンゾウの切歯とオオツノジカの掌 状
しょうじょう

角（手の指を開いたような角）をはじめ、ナイフ形石

器、骨製基部加工剥片（ナイフ形骨器）などが発見され、ナウマンゾウと旧石器時代の人類

が共存していたことがわかりました。 

その後の調査でも、多くの小型の削片石器が主体のナイフ形石器、ナウマンゾウの象牙を加

工したビーナスの骨器などが出土しまし、今から約 4 万年前の旧石器時代に、野尻湖の周

辺には人が住んでおり、大・中・小型哺乳類の狩猟をしていたことが判明しました。 

その次に古いのが武蔵野台地の立川ローム層第Ⅹ層です。東京都と埼玉県にまたがる武蔵

野台地の最上部の立川ローム層（約 4 万～1 万 5000 年前）の最下層になる立川ローム第Ⅹ

層から日本列島最古級の遺跡が発掘さいます。 

第Ⅹ層中部に包含される「第 Ia 亜文化期」（3 万 5000 年前）からは、不定形剥片と礫
れっ

器
き

を

持ち、錐状石器、ナイフ状石器を特徴とし、遺跡数は少なく単独ユニットを示す小規模集落

が形成されていました。第Ⅹ層上部に発見される「第 Ib 亜文化期」（約 3 万～3 万 2000 年

前）からは、石刃技術のナイフ形石器、スクレイパー、磨製石斧を特徴とし、遺跡の数も増

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B4%9E%E7%A9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%94%BE%E5%B0%84%E6%80%A7%E7%82%AD%E7%B4%A0%E5%B9%B4%E4%BB%A3%E6%B8%AC%E5%AE%9A#.E5.B9.B4.E4.BB.A3.E8.BC.83.E6.AD.A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/1948%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%87%BC%E6%AD%AF
https://ja.wikipedia.org/wiki/1962%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%88%87%E6%AD%AF
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A7%E7%9F%B3%E5%99%A8%E6%99%82%E4%BB%A3_(%E6%97%A5%E6%9C%AC)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%9F%B3%E5%99%A8
https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E9%AA%A8%E5%99%A8&action=edit&redlink=1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%9F%B3%E5%99%A8%E6%99%82%E4%BB%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%93%BA%E4%B9%B3%E9%A1%9E
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大し集落規模は「環状ユニット」と呼ばれる大規模例が出現していました。 

その次に、熊本市平山町で発見された石の本遺跡では、第 2 の層（3 万年前より古い）から

は、小型のナイフ形石器や敲石・剥片・砕片など約 200 点が出土し、さらにその下の第 3 層

からは、局部磨製石斧・台形様石器といった道具や敲石・剥片など約 500 点の石器が出土

しました。このように石器を作った所・火を焚いた所が同時に見つかり、そうした生活の跡

が同じ所で何度も営まれていたことなどがわかりました。 

当時、津軽海峡で隔てられていた北海道で最も古い遺跡は、帯広市・若葉の森遺跡ですが、

恵庭
え に わ

a 火山灰（約 2 万年前降下）の下層から 9,700 点ほどの黒曜石製の石器やこれを作った

ときの剥片などが出土しました。年代は 2 万 8000～3 万 2000 年前と測定されました。同

じタイプの石器群は、遠軽町
えんがるちょう

白滝、石狩低地帯、渡島半島など道内各地に広がりを見せま

す。 

以上、こうした古い遺跡では人骨化石が見つかっていませんが、そこには様々なホモ・サピ

エンスらしい行動の痕跡が読み取られ、確かに 4 万年前頃に日本列島にホモ・サピエンス

が渡来して生活していたことが確認されます。 

（【８－１】人類の誕生のところで、チャールズ・ドーソンが偽の人類化石を埋めて人類の

祖先の化石が 1911 年にイギリスで発掘されたというピルトダウン捏造
ねつぞう

事件が起きて、専門

家も数十年にわたってそれが見抜けず、人類化石発見の歴史に問題を投げかけたことは述

べました。 

それと似たような旧石器捏造事件が日本でも 2000 年に毎日新聞のスクープで指摘されま

した。発掘調査に携わっていた考古学研究家の藤村新一が自ら事前に埋設した石器を自ら

掘り出して発見したとする自作自演の捏造が発覚した事件でした。彼の捏造は 1974 年頃か

らはじまっており、捏造された「偽遺跡」は、宮城県を中心とし、一部北海道や南関東にま

で及んでいました（発覚後の総点検は 186 ヵ所、3000 点以上、ひとつひとつ行われ、32 点

に捏造が発見されました）。彼が掘り出して見せたり、埋められていた石器は、自らが事前

に別の遺跡の踏査を行って集めた縄文時代の石器がほとんどでした。 

日本列島の「前・中期旧石器」研究は、そのような古い時代の石器は日本にはないだろうと

考えられていましたが、藤村の発掘成果（？）によって、捏造発覚前には日本の旧石器時代

の始まりはアジアでも最も古い部類に入る 70 万年前までに遡っていたとされました。 

一部の学者がおかしいと批判したようでしたが、考古学界は捏造発覚以前の 25 年間、捏造

を批判した学者や研究者を排斥したり圧力を加えることによって、事実上の学会八分（村八

分）にして、捏造批判の声が噴出する気運を押さえつけたといわれています。 

これにより日本の旧石器時代研究に疑義が生じ、中学校・高等学校の歴史教科書はもとより

大学入試にも影響が及んだ日本考古学界最大の不祥事となり（（日本史の検定済教科書の石

器に関する記述さえも消されるに及びました）、海外でも報じられました。 

日本国政府も、関連遺跡を国の史跡に指定したり、石器を文化庁主催の特別展に展示するな

ど、周囲にこれら研究を無批判に歓迎し後押しする存在が多くあったことは事件を助長し、

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%AF%8E%E6%97%A5%E6%96%B0%E8%81%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%99%BA%E6%8E%98%E8%AA%BF%E6%9F%BB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%80%83%E5%8F%A4%E5%AD%A6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A0%94%E7%A9%B6%E5%AE%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%97%A4%E6%9D%91%E6%96%B0%E4%B8%80
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%87%AA%E4%BD%9C%E8%87%AA%E6%BC%94
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%8D%8F%E9%80%A0
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%8B%E4%BB%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8C%97%E6%B5%B7%E9%81%93
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8D%97%E9%96%A2%E6%9D%B1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B8%84%E6%96%87%E6%99%82%E4%BB%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%82%B8%E3%82%A2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%91%E5%85%AB%E5%88%86
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%91%E5%85%AB%E5%88%86
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E5%8F%B2_(%E7%A7%91%E7%9B%AE)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%87%E9%83%A8%E7%A7%91%E5%AD%A6%E7%9C%81%E6%A4%9C%E5%AE%9A%E6%B8%88%E6%95%99%E7%A7%91%E6%9B%B8
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E5%9B%BD%E6%94%BF%E5%BA%9C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8F%B2%E8%B7%A1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%87%E5%8C%96%E5%BA%81


 

 

47 

 

幇助させる役割が非常に大きかったといわれています（発覚後、上高森遺跡をはじめ、座散

乱木遺跡・馬場壇 A 遺跡・高森遺跡など、多くの遺跡が旧石器時代の史跡としての認定を

取り消されました）。 

人類の普遍的価値遺産として扱われるべき歴史的事物について、その多くが「旧石器時代村

おこし」「日本原人のふるさと」と観光資源の観点に偏るかたちで地域住民に認識され、商

業的な効果を優先させるように取り扱われてきた実態が、今回の事件発覚によって明らか

になりました。 

火山灰層の年代にのみ頼りがちであったことなど、旧石器研究の科学的手法による検証の

未熟さ、日本的な付和雷同的・たこつぼ的な学会やマスコミが批判されました（「創造と模

倣伝播の法則」ではありませんが、大陸や世界の状況を見渡せば、日本だけに突拍子もなく

時代離れに日本原人や旧石器が出現するはずはありません）。 

《旧石器時代前半（4 万年前～2 万 9000 年前）》 

渡来ホモ・サピエンス（旧石器時代人）は、主として狩猟採集によって食料を得ていました。

当時の遺跡からは、ナウマンゾウなどの大型動物の骨、ニホンシカ、イノシシ、ノウサギな

どの中・小動物の骨が発見されています。そして、大型動物を解体する作業場となるキル・

サイトも発見されています。遺跡には、石器や剥片が集中する石器ブロック、焼けた川原石

が集積した食物調理用の礫
れき

群、焚火
た き び

跡などが残されています。 

旧石器時代前半の人びとは洞穴や岩陰を住みかとして利用していたことが知られています

が、竪穴住居跡を伴う遺跡がほとんど発見されていないのは、この旧石器時代前半は、ほぼ

純粋の狩猟採集民だったようで、キャンプ生活をしながら移動を繰り返していたからだと

推定されています。近年、多数の石器ブロックが直径数十メートルの環状に並び、中央部が

石器の少ない空間地となる環状ブロック群と呼ぶ大きな遺跡の発見が相ついでおり、全国

で 200 遺跡ほどの発見例があります。 

とくに東日本のナイフ形石器文化前半期の大きな遺跡は、ほとんどが環状ブロック群を形

づくっていました。これは中央に広場をもつムラで、人々が連携しながら共同生活を送って

いたのでしょう。環状ブロック群は、遠くから人や物資、情報が集まり、物資などの交換が

行われる中心でもあり、その交流範囲は、黒曜石石材の供給状況から 150～200 キロにまで

及んだようです。 

旧石器人は狩猟のために特徴的なのが落し穴など様々の工夫をこらしていました。落し穴

は径や深さが 1.5 メートルほどで、丘陵尾根筋の緩やかな下り坂を横断するように並んでい

ました。群れる性質があるシカ類を狙った仕かけだったのでしょう。植物質食糧も食べたは

ずで、3 万年前頃の磨
すり

石
いし

や台石
だいいし

があり、堅果
け ん か

類を潰
つぶ

したり、粉にしたりするのに使ったので

しょう。 

石器の石材は、加工しやすくて、割れ口が鋭い刃になるものが選ばれ、黒曜石
こくようせき

やサヌカイト

（讃岐岩
さぬきいわ

）がその条件を満たした優れた石材でありました。北海道では白滝の黒曜石、東北

や北海道南部では青森・山形の珪質
けいしち

頁岩
けつがん

、関東・中部では長野県和田峠、箱根山、伊豆諸島

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BA%A7%E6%95%A3%E4%B9%B1%E6%9C%A8%E9%81%BA%E8%B7%A1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BA%A7%E6%95%A3%E4%B9%B1%E6%9C%A8%E9%81%BA%E8%B7%A1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%A6%AC%E5%A0%B4%E5%A3%87A%E9%81%BA%E8%B7%A1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%AB%98%E6%A3%AE%E9%81%BA%E8%B7%A1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%A6%B3%E5%85%89
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%81%AB%E5%B1%B1%E7%81%B0
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の神津島
こうづしま

などで産出する黒曜石、近畿・中国・四国では瀬戸内火山帯で産出するサヌカイト、

九州では長崎県腰岳産の黒曜石やサヌカイトなどが原産地付近を中心に使われていました。

遠距離の交易、神津島のように海洋交易も行われていたことが示すように、石器の石材は貴

重なものだったことがわかります。 

旧石器時代前半初頭頃の石器は台形石器や局部磨製石器が代表的な石器であり、剥離技術

は十分には発達していませんでした。前述しました立川ローム第Ｘ層中（約 3 万 2000～3

万 5000 年前）から、刃部を研磨した磨製の台形（斧形）石器が発掘されました。台形石器

と刃部磨製石斧などによる石器の構成は、東アジア大陸に例がなく、日本列島で独自に発展

したものと考えられています。日本列島にはじめて渡来した旧石器人を考える上で、重要な

遺跡であります。 

少し遅れて縦に長い剥片を加工して尖らせた石槍と推測されるナイフ形石器が東日本を中

心に見られ、大枠で西日本との違いが出始めました。神奈川県の相模野台地では、地下 2～

10メートルにある立川ローム層に包含される石器群は大きく、ナイフ形石器文化（3万 5000

～1 万 4000 年前）と細石刃文化（1 万 4000～1 万 2000 年前）の二つの文化段階に分けら

れます。 

 このナイフ形石器（図 9-11 参照）の製作技法は、石刃
せきじん

技法
ぎ ほ う

と言います。石刃技法（図 9

－4 参照）とは、ヨーロッパのオーリニャッ文化（4～3 万年前）が生み出した定型的な縦長

剥片
はくへん

の剥離
は く り

技術のことで、これによって同じ規格の石器の剥片の量産が可能となったこと

は述べました。 

この石刃技法は、ユーラシア大陸西部からアルタイ、シベリア経由で東アジアに広がった革

新的技術の一つとみられています。日本列島には、少なくとも石刃
せきじん

技法
ぎ ほ う

をもったホモ・サピ

エンスが、北から侵入してきて、東日本に縦長剥片剥離技術を普及させました。 

旧石器時代前半後葉（～2 万 9000 年前）になると石刃技法が確立して、石槍の発達が著し

くなりました。この傾向もやはり東日本で顕著でした（崎谷満氏は、石刃技法をもった北ル

ート系集団は、シベリア南部・華北から朝鮮半島を経て日本列島へ達したことを示唆してい

ます。） 

他方、近畿地方から瀬戸内地方ではそうした石刃技法よりも横長剥片剥離技術が採用され

ることが多く、ナイフ形石器文化後半期になるとその発展型である瀬戸内技法を生み出す

ことになりました。 

その後、姶良
あ い ら

カルデラを形成した姶良大噴火が、3 万年前から 2 万 9000 年前のある時期に

起こりました。この大噴火によって、鹿児島湾北部（湾奥）において直径約 20 キロメート

ルの窪地を構成している姶良カルデラが形成されました。この大噴火で噴出した火山灰（姶

良 Tn 火山灰）は、空中高く吹き上げられ、広くは東北地方や朝鮮半島にも分布しています。

この姶良火山灰（AT）は、地層の年代決定における鍵層の一つになっています。 

《旧石器時代後半（2 万 9000 年前～1 万 5000 年前）》 

姶良火山灰 (AT) は、九州から東北日本までの植生に大きな影響を与えました。AT 火山灰

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%9F%B3%E5%88%83%E6%8A%80%E6%B3%95
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%B9%BF%E5%85%90%E5%B3%B6%E6%B9%BE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A7%B6%E8%89%AFTn%E7%81%AB%E5%B1%B1%E7%81%B0
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A7%B6%E8%89%AFTn%E7%81%AB%E5%B1%B1%E7%81%B0
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9C%B0%E5%B1%A4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%8D%B5%E5%B1%A4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A7%B6%E8%89%AFTn%E7%81%AB%E5%B1%B1%E7%81%B0
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が降下した頃から寒冷・乾燥化が進み、各地で針葉樹林や草原が優勢となりました。この環

境変化にともない、古本州島でナウマンゾウやオオツノジカが絶滅しました。 

ナイフ形石器文化後半期以降、環状ブロック群は消え、大集団を形づくることはなくなり、

小河川沿いに営まれた小規模な遺跡が多くなりました。2、3 家族が狭い範囲内で移動を繰

り返しながら、狩猟や採集によって食物を獲得する生活を送るようになったのでしょう。 

2 万 9000 年前を過ぎる頃から、地球規模で急激に寒冷化が進行し、2 万 5000 年前を前後

する頃には日本でも（ウルム氷河期の）最終氷期最寒冷期を迎えることになりました。この

頃になると、竪穴住居が見つかっています。大阪府藤井寺市のはさみ山遺跡の住居はよく知

られています。 

竪穴住居といえば縄文時代や弥生時代の住居形態と考えられていましたが、旧石器時代に

までさかのぼりました（2 万 3000 年前のマリタ遺跡では毛皮と木を使った組立解体可能な

竪穴住居を作っていたことを述べました。最終氷期に耐えられず、日本へ移住した北方系狩

猟民が住居技術をもちこんだことは十分にありうることです）。 

衣服は見つかっていませんが、細い骨製の縫針と見られるものがあり、毛皮やサケの皮を縫

ってアノラックや靴などの防寒具を作ったのでしょう。シベリアなどには、アノラック風の

衣服や靴があったことは述べました。寒冷な気候に耐える気密性の高い衣服が必須だった

はずです。 

 石器は AT 火山灰降下以降の旧石器時代後半になると、従来からのナイフ形石器が中心と

なり、定型的な縦長剥片石器を剥離する石刃技法や、特徴的な横長剥片を剥離する瀬戸内技

法が発達して、規格的な石刃が量産されるようになりました。関東・中部の石刃は黒曜石、

瀬戸内技法ではサヌカイトの利用がさかんであり、日本列島の東西で明確な地域色が生ま

れました。このようにナイフ形石器文化は、シベリアで出現した石刃石器群の影響を受けつ

つも、日本列島内で独自の発展をとげました。 

やがて、東日本とくに関東・中部では、ナイフ形石器群が小型化し、木葉形に整形した長さ

10 センチ以下の尖頭器（槍先）が出現し、地域的な発展を見せました。この槍先形尖頭器

文化は、1 万 8000 年前頃に登場し、1 万 5000 年前頃に、細石刃
さいせきじん

文化と交替して、姿を消し

ていきました。 

旧石器時代の最終段階の現れたのが、細石器
さいせっき

（細石刃
さいせきじん

）を使った細石刃文化でした。これに

は 2 万年前以降、明確に「北」からの移住が示唆されます。約 2 万年前になりますと、シベ

リアで多く見つかっている長さ 3 センチ、幅 8 ミリほどの「細石刃
さいせきじん

」と呼ばれる小さな石

器が北海道で発見されるようになりました。 

（崎谷満氏は、この細石刃を日本へ持ち込んだのは、北ルート系集団の第 2 のグループで、

極東・アムール川流域からサハリン経由あるいは中国・朝鮮半島経由で日本列島へ達した者

（Y 染色体ハプログループ C3、Q、ミトコンドリア DNA ハプログループ N9、M7）であ

ると示唆しています。 

そのルートとして、一つ目はサハリンを経て北海道まで至るルートで、当時地続きであった

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E5%88%97%E5%B3%B6%E3%81%AE%E6%97%A7%E7%9F%B3%E5%99%A8%E6%99%82%E4%BB%A3
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関係で北海道は非常に早期の 2 万年前に細石刃文化が出現しました。二つ目は中国東北部・

朝鮮半島を経て九州へ至るルートで、西九州・長崎ではこのシベリア系細石刃文化が遠隔地

であるにもかかわらず確認されていると述べています。 

細石刃文化のもとは、ユーラシア大陸の中央部にあるアルタイ地方には 4 万年前頃に幅 1

センチメートル以下の石刃（細石刃）がすでに発生していました。これで、動物などに打撃

を加えたさい、細石器が折れた場合は、とりかえがききます。植刃器や尖頭器として用いら

れた一種の替え刃式
か え ば し き

の石器で技術的にはきわめて高度なものでした。槍や銛
もり

の先端近くに

刃として埋め込んで貫通性能を高め、槍全体を軽量化することによって投げ槍としての命

中率を高める効果も期待されたと推測されます。 

この細石刃文化は、シベリアのバイカル湖付近や中国東北部で発達したと考えられており、

アラスカに至るまで瞬く間に広がり、世界各地の広い範囲から出土しています。シベリアの

マリタ遺跡（2 万 3000 年前）においても発見されたことは述べました。したがって、これ

も国際的な技術であって、日本人の独創ではないようです。やはり、この技術が入ってきた

ということは、この文化段階で、北方から相当数のホモ・サピエンスが日本へやってきた可

能性があります（ウルム最大の氷期からの避難であったでしょうか）。 

細石刃文化は、北海道では約 2 万年前に現れたのに対し、本州でこの文化のもっとも古い

年代は静岡県休場
やすみば

遺跡から知られ、1 万 4300 年前でした。細石刃文化の終末は 1 万 2000

年前でしたので本州では短期間でした。このように、北海道と本州で大きく時期が異なるの

は、前者はシベリアから北海道を経由して本州へ、後者は中国黄河中・下流から九州を経由

して本州へ及んだからでした。 

この細石刃文化期（1 万 4300～1 万 2000 年前）の遺跡は、全国で 500 個所を優に超えま

す。とくに遺跡密度が高いのは北海道と九州で、近畿地方では遺跡数が極端に少なくなって

います。この細石刃文化は九州から本州では、1 万 2000 年前に終末をむかえたようで、こ

の時は、すでに縄文時代の草創期に入っており、最古の土器の 豆 粒
とうりゅうもん

文
もん

土器や隆
りゅう

線
せん

文
もん

土器

が登場しました。北海道では、1 万年前まで続きましたが、土器を伴うことはありませんで

した。 

石刃技法や北海道の細石刃は北方系の技術であり、2 万年前頃に細石刃技術が北海道に導入

された頃、土坑墓や赤色顔料、装身具、女神像などが寒冷気候期の精神文化として、ひとそ

ろいでもたらされたのではないかと考えられています。ということは、沿海州方面からその

ような文化をもった旧石器人が移住してきたと考えられます。 

以上、旧石器時代人の生活のようすは、出アフリカしたホモ・サピエンスが確かに日本に上

陸して生活をしていたことを示す最古（最初）の姿で興味深いものです。すでにアフリカを

出るときに身につけていた技術、移動の途中で身につけた技術、日本へ来てから身につけた

技術、それらを積み上げて日本列島で生活を成り立たせていることを知ることができます

（きわめて北ルート、北方色の強い文化が次の縄文時代の基調になったことがわかります）。 

《日本の縄文時代（約 1 万 5000 年前～約 3000 年前）》 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8C%97%E6%B5%B7%E9%81%93
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B7%E3%83%99%E3%83%AA%E3%82%A2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B9%9D%E5%B7%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%BF%91%E7%95%BF%E5%9C%B0%E6%96%B9
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最終氷期の約 2 万年前の最寒期が過ぎると地球規模で温暖化に向かいました。それまでは、

針葉樹林が列島を覆っていましたが、西南日本から太平洋沿岸伝いに落葉広葉樹林が増加

し拡がっていき、北海道を除いて列島の多くが落葉広葉樹林と照葉樹林で覆われ、コナラ亜

属やブナ属、クリ属など堅果
け ん か

類が繁茂するようになり、クリ、シイ、ドングリなどの堅果類

に恵まれるようになりました。 

この温暖化による植生の変化は、ナウマンゾウ、トナカイ、オオツノジカなどの大型哺乳動

物の生息環境を悪化させ、約 1 万年前までには、日本列島から、これらの大型哺乳動物がほ

ぼ絶滅してしまいました（ほぼ同じ時期にシベリアのマンモスなどの大型哺乳類が絶滅し

たことはシベリアの歴史で述べました）。 

しかし、日本列島の沿岸は魚介類に恵まれていました。とくに、暖流の黒潮と寒流の親潮と

が交差し、内湾が発達している東日本は、季節を問わず豊かな大漁場でした。 

縄文時代の集落遺跡は約 7 万 6000 ヶ所ありますが、そのうちの約 85%が東日本にあり、と

くに、北海道南部から関東の太平洋岸に大規模集落が多く分布していました。貝塚は、総計

約 2500 ヶ所のうち、東日本に約 2100 ヶ所あり規模も大きいものでした。 

同様に、縄文遺跡出土の釣針の数をみますと、東日本 3 地方の釣針出土数は、実に、全体の

95%を占めていました。また、縄文時代出土の主要堅果類の数は、東日本 3 地方が全体の

82%を占めていました。 

そして、国立民俗学博物館教授の小山修三氏は、このような縄文時代の各種データをもとに、

縄文時代の人口推計を行っていますが、その推定によれば、約 4000 年前ごろの縄文中期に

縄文時代の人口はピークとなり、約 26 万 1000 人と推定しています。そして、縄文中期に

は、関東には、九州の 18 倍の人々が住んでいました。縄文時代中期のころ、近畿地方以西

の西日本の総人口は、全日本の総人口のわずか 3.6％程度であったとみられます。 

 このように縄文時代全般を通じて、日本列島の人口の 8 割以上が、東日本の「東北・関

東・中部」の 3 地方に住んでいました。つまり、西日本の「近畿・中国・四国・九州」の 4

地方の人口は、日本列島の人口の 2 割以下しか占めていなかったとみられます（弥生時代

になり、水田稲作が始まるとこれが逆転します）。 

なぜ、気候がより寒冷とみられる東日本 3 地方の人口が極端に多く、気候が温暖とみられ

る西日本 4 地方の人口が極端に少なかったかというと、当時、西日本で頻発した火山の影

響によるものと考えられています。 

南九州には、阿多カルデラ（9 万年前）、姶良
あ い ら

カルデラ（2 万 9000 年前）、桜島大噴火（1 万

1000 年前）、鬼界
き か い

カルデラ（7300 年前）のほか、阿多南部カルデラは噴火と陥没を繰り返

し、5500 年前の池田湖、山川湾、4000 年前の開聞岳、さらに縄文中期の口
くち

永
のえ

良部
ら ぶ

島
じま

などの

火山の爆発があり、そのたびに九州を中心に広く西日本に大きな影響を与え続けていまし

た。このため、西日本に住んでいた縄文人が東日本へ移動していったため、東日本に極端に

偏った人口構成となった考えられます。 

さて、縄文時代草創期（1 万 2000～7000 年前）になると、日本列島の温暖化がすすみ、針

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9C%80%E7%B5%82%E6%B0%B7%E6%9C%9F
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%87%9D%E8%91%89%E6%A8%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%AA%E5%B9%B3%E6%B4%8B
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%90%BD%E8%91%89
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BA%83%E8%91%89%E6%A8%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%85%A7%E8%91%89%E6%A8%B9%E6%9E%97
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B3%E3%83%8A%E3%83%A9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%96%E3%83%8A
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AF%E3%83%AA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8A%E3%82%A6%E3%83%9E%E3%83%B3%E3%82%BE%E3%82%A6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AA%E3%82%AA%E3%83%84%E3%83%8E%E3%82%B8%E3%82%AB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E5%88%97%E5%B3%B6
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葉樹林を主体としていた森林は、落葉広葉樹と照葉樹の森林へと変化していき、西日本から

太平洋沿岸地域を東へと拡がっていきました。 

このような気候・環境において、薩摩火山灰の下から発見された約 1 万 1000 年前の掃除山

遺跡では、2 棟の竪穴住居跡をはじめとして、煙道つき炉
ろ

穴
けつ

、舟形や円形をした配石炉、つ

まり地面に穴を掘って火をたいた調理用の施設、土坑、植物食料の製粉具である磨
すり

石
いし

や石皿

という、ドングリやクルミなどの木の実を割って砕いたり、製粉したりする道具類など各種

の遺構・遺物が纏
まと

まって出土しました。これらの道具類を見ると、縄文時代の主食が、森の

資源の一つであるドングリなどの木の実に移り変わりつつあったことがわかります。 

この縄文草創期には、秋に採集した堅果類の貯蔵と利用を兼ねた越冬のための半定住の居

住地でしたが、縄文早期（1 万 2000～7000 年前）になってはじめて定住生活が出現したよ

うです。鹿児島市にある縄文早期初頭の加栗山
かくりやま

遺跡では、16 棟の竪穴住居跡、33 基の煙道

つき炉穴、17 基の集石などが中央広場を囲むように配置されていました。 

 これほどがっしりした竪穴住居が作られるようになったのも石器の進歩があったからに

ほかなりません。磨製石斧は縄文文化を支える大きな発明でした。石斧の発達は、丸木舟の

製作に効果をあげ、川・沼・湖・海での漁撈活動や水上交通、そして地域間の交流を活発化

させ、生活の安定と向上の支えとなりました。木製品の製作にも磨製石斧は威力を発揮し、

木材をくりぬいた鉢、片口鉢、皿など多彩な容器が作られました。 

縄文時代の名前ともなった土器の発明は、日本は世界的に最も早く、縄文時代の食料生産や

食生活を支えたばかりか、縄文人が創造力を発揮して地域色豊かな、芸術品の域に達してい

たものもありました（日本の最も早い土器の製作は 1 万 6000 年前ですが、最近、中国では

2 万年前までさかのぼる土器が発見されています）。 

粘土から水の漏れない容器を作り出した土器の発明は、人類が初めて手にした化学変化の

産物であり（アフリカのホモ・サピエンスも発明していませんでした）、石・骨・木材など

自然物を道具として利用したことに次ぐ、人類史上の大きな発明です。食料を煮炊きし、貯

蔵することができるようになり、さらに土偶などと共に文様装飾を施すなど芸術性の発露

となり、人類文化の発展に大きく貢献することになりました。 

現在のところ、日本最古の土器は、青森県外ヶ浜町にある大平山元
おおだいやまもと

I 遺跡から発掘された土

器で、1 万 6500 年前とされています。文様がない無文
む も ん

土器
ど き

で、土器の内側には炭化物が付

着しており、食料の煮炊きに使ったものであることが分かりました。 

従来、ヨーロッパでは、土器は氷河時代から暖かい完新世に入って、農耕が起源した西アジ

アで発明され、農耕とともに世界各地に伝播したとされていました。農業の開始については、

この後、第 10 章で述べますが、その開始はせいぜい 1 万年前からです。また、日本では、

縄文土器は、約 1 万年前に氷河期が終わり、照葉樹・広葉樹が森林を形成するようになり、

採取した木の実などの「堅果類を煮るために土器が作られた」というのが定説になっていま

した。 

ところが、最近、日本だけではなく、ロシアのシベリア地方アムール川流域で 1 万 5000 年

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AB%AA%E7%A9%B4%E4%BD%8F%E5%B1%85
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%89%E3%83%B3%E3%82%B0%E3%83%AA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AF%E3%83%AB%E3%83%9F
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%B9%BF%E5%85%90%E5%B3%B6%E5%B8%82
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9D%92%E6%A3%AE%E7%9C%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%96%E3%83%B6%E6%B5%9C%E7%94%BA
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以上前の土器、中国の仙人洞遺跡では 2 万年前にさかのぼる可能性があるとアメリカの科

学誌サイエンスに報告されました。2 万年前は氷河期でも寒冷期のピークであり、まだ氷河

期の針葉樹林であり、落葉広葉樹のドングリやクリなどが繁茂する植物相ではないことは

明らかです。ところが土器の初現は、まさに氷河期の最中に起きていたのです。 

中国中部・日本列島・アムール川流域では、氷河期の最中に、厳しい環境を克服するために、

僅かな植物性食料やコケ・樹皮を効率よく摂取する手段として、それぞれの工夫の中で土器

を発明したのではないかとも考えられていますが、いずれにしても、東アジアでは農耕の起

源と無関係に土器を生み出したことは明らかで、その契機は今後の検討課題であります。 

日本列島では、縄文時代草創期以降の土器文化が継続し、土器を契機として定住化（重い土

器は持ち運びできませんから、土器＝定住化でした）や弓矢が出現し、現代に続く日本文化

の基層をなす縄文文化となりました。それは、温暖期を迎えて豊かな落葉広葉樹林が広がっ

た東日本において、土器を持つことが最も有効に働いた結果と考えられます。 

氷河期が終わる頃の 1 万 5000 年から 1 万 2000 年前頃の平均気温が 6 度異なるような急速

な温暖化と寒冷化（世界的にはヤンガー・ドリアス期とよばれる寒冷期の揺り戻があり、こ

れを契機に農耕が始まりました）を、縄文人は土器を用いた食料の煮沸や貯蔵によって乗り

切ったようです。 

日本列島の豊かな自然環境に適応した縄文文化は、世界史的にも珍しい本格的な農耕を長

く採用しなかった先史文化でした。次第に原初的な農耕段階へ進みつつも採集狩猟を中心

に自然と共存し、交易などのネットワークを持ちつつ関東・東北・中部・西日本など地域ご

と、多彩な土器文化を発達させました。 

その土器文化の頂点にあった中期（5500～4500 年前）には、たとえば、新潟県内の信濃川・

阿賀野川流域で隆盛した、豪華な把手状装飾が燃え上がる炎のように見える火焔
か え ん

土器はま

さに最高峰の芸術品と言えるでしょう。 

縄文文化を総合的に示してくれるのが、青森市の郊外で発見された三内丸山遺跡です。この

遺跡は縄文時代前期中頃から中期末葉（5500 年前～4000 年前）の大規模集落跡で、標高は

約 20 メートル、当時は北の海に面していて、遺跡は約 38 ヘクタールの広大な範囲に広が

っています。この集落は 1500 年近くの長期間続いたと考えられています（私たち日本人の

有史期間に匹敵する長さです）。 

遺跡には、通常の遺跡でも見られる竪穴住居、高床式倉庫の他に、大型竪穴住居が 10 棟以

上、さらに祭祀用に使われたと思われる大型掘立柱建物が存在したと想定されています。 

三内丸山では幅 10 メートル以上の大型竪穴式住居跡がいくつも見つかっていますが、その

中でも最大のものは長さ 32 メートル、幅 10 メートルの長屋風のもので、これが復元され

ています。東西約 75 メートル、南北約 18 メートルの範囲に掘立柱建物のものであると推

測される柱穴群が見つかっています。この掘立柱建物は高床式倉庫であった可能性が高い

と判断され、現在高床式建物として復元されています。 

また、この他にも北海道地域を中心とした交易で得たと推測される黒曜石
こくようせき

、琥珀
こ は く

、漆器、翡翠
ひ す い
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製大珠などが出土しています。道の跡周辺からは環状配石墓（ストーンサークル）も見つか

っています。土偶
ど ぐ う

の出土が多く、板のように薄く造られていて板状土偶と呼ばれていますが、

日本最大の土偶も出土しています。もちろん貝塚もありました。 

この縄文文化を支えた食料源ですが、遺跡から出土したクリを DNA 鑑定したところ、それ

が栽培されていたものであることなども分かり、多数の堅果類（クリ・クルミ・トチなど）

の殻、さらには一年草のエゴマ、ヒョウタン、ゴボウ、マメなどといった栽培植物も出土し

ました。縄文土器の多くは深鉢形の煮沸用土器（円筒土器）でしたが、これが堅果類のアク

抜きなどに大きな威力を発揮したことはいうまでもありません。 

実質、農業に近いことが行われており、世界的に見て定住化がきわめて早いことがわかりま

した。また、狩猟も行われており、出土した動物の骨の 7 割弱がノウサギとムササビの骨で

した。この遺跡の居住者数は数百人と考えることができます。 

この三内丸山遺跡は、縄文時代の文化が従来考えられていたものよりも進んだものである

ことを示すものでした（世界的に見てもきわめて高いレベルにありました）。遺跡は他の近

くの遺跡につながっている可能性が高く、未だに全容は把握されておらず、調査研究が続け

られています。 

縄文時代の集落跡には貝塚（ゴミて場）がありますが、そのような遺跡を調査すると縄文集

落がはやくも特殊な製品の生産を行い交易を行っていたことがわかりました（アフリカの

ホモ・サピエンスの時代から長距離交易があったことは述べました）。 

東京都北区の中里
なかさと

貝塚など浜辺（当時は浜辺でした）にある大貝塚では、浅い皿状のくぼみ

を木枠で囲んだ施設や石組み炉が発見されましたが、これは大量の貝を蒸してむき身を作

った跡でした。この貝塚は、縄文中期中頃～後期初頭の南北 100 メートル以上、東西 500

メートル以上で、貝層の厚さは 4.5 メートル以上におよぶ巨大なものでした。貝層はほとん

どハマグリとマガキから成っていました。 

穴に海水を張り、熱した石を投入して海水を沸騰させて貝を煮て、剥
む

き身や干貝を集中的に

作った結果、貝殻が大量に破棄されて巨大な貝塚ができあがったと考えられています。加工

された貝は、内陸の集落との間で交易されたのでしょう。同様の巨大貝塚は太平洋岸の各地

に見られます。 

同じように、イルカの解体場跡もあり、北海道から関東にかけての太平洋岸や日本海岸の富

山湾・能登半島、西北九州では、イルカの骨が多く出土しています。このような海岸部の集

団から内陸部の集団への海産物や塩などの流通は、日常生活圏を越えて数十キロ圏におよ

んでいました。 

さらに貴重なものになると、100キロ圏、時には 1000キロ以上におよぶこともありました。

100 キロ圏から運ばれてきたものとしては、石器石材としての黒曜石やサヌカイト、赤色顔

料となるベンガラや水銀
すいぎん

朱
しゅ

、石鏃を矢柄につける接着剤となるアスファルトなどがありま

した。アスファルトは秋田や新潟などの油田地帯で産出したと考えられますが、縄文中期に

は東北の太平洋岸へ、後期・晩期には関東まで利用が広まっています。 
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黒曜石やサヌカイトなどの石器石材の産地については、八ヶ岳山麓の黒曜石原産地にある

星ガ塔
ほしがとう

・星
ほし

糞
くそ

峠
とうげ

遺跡や、サヌカイト産地の奈良県・大阪府の二上山
にじょうざん

では、原石採掘坑が見

つかっており、黒曜石は遠隔地まで運ばれ、広域に流通しました。たとえば、東京都内の集

落遺跡では、八ヶ岳産の黒曜石製石器とともに石塊や多量の剥片が発見されることが多く、

黒曜石材の消費地であったことがわかります。神津島
こうづしま

産黒曜石は海を越えて南関東に運ば

れていました。 

新潟県糸魚川市の長者ヶ原
ちょうじゃがはら

遺跡などでは、特殊な石材を用いて磨製石斧を多量に製作して

おり、岐阜県飛騨
ひ だ

市
し

の塩屋
し お や

金
きん

精神社
せいじんじゃ

遺跡
い せ き

や群馬県安中市
あんなかし

の恩賀
お ん が

遺跡
い せ き

には石棒製作跡があり

ました。これらは集落内で使うために石器を製作していたのではなく、他地域へ製品を 

供給するために専業的に生産を集約した遺跡でありました。 

 ヒスイやヒスイ製品も遠方まで運ばれており、その製品は霊力をもち、特殊な身分を象徴

する貴重品として珍重されました。ヒスイの産地は、新潟県姫川
ひめかわ

や青海
お う み

川
がわ

上流、富山県朝日

町付近に限られ、転石は付近の海岸でも拾えました。ヒスイ製品は多くが原産地の北陸の中

期・後期の富山県境 A 遺跡や糸魚川市の長者ヶ原
ちょうじゃがはら

遺跡
い せ き

などで製作されました。遅くとも縄

文中期頃にはヒスイ製勾玉が作られていたことが判明しており、とくに長者ヶ原遺跡から

はヒスイ製勾玉とともにヒスイの工房が発見されています。 

ヒスイの利用は縄文前期末に始まり、山梨県北杜
ほ く と

市
し

の天神
てんじん

遺跡などには、この地域産のヒス

イで作った玉類があります。縄文中期には大珠が広く珍重されるようになり、北陸・中部・

関東に多く、さらに北海道から九州まで及んでいました。三内丸山遺跡には、600 キロ以上

も離れた姫川産のヒスイ製品や素材が運びこまれており、その量は原産地以外では比類が

ないほど多量でした。 

 海を越えて交易された物もありました。白滝産黒曜石はシベリアのアムール川流域やハ

バロフスクで出土し、北部九州産の黒曜石は朝鮮半島南岸地域に供給されていました。日本

列島は、ユーラシア大陸から海で隔てられていたとはいえ、朝鮮半島やサハリン・シベリア

とは、丸木舟をあやつり海峡を越えて人々が行き来し、物資が移動していたのです。 

 丸木舟は、全国の縄文早期末から晩期までの約 50 遺跡で 80 隻余が発見されており、長

さ 7 メートル、幅 60 センチ前後の大きいものと、長さ 3～4 メートル、幅 50 センチほどの

小形のものがありました。スギ材で作ったものが多く、巨木を焼き焦がして、磨製石斧で内

側を抉
えぐ

り込んで概形を作り、削って仕上げていました。 

縄文人は丸木舟をあやつって海や川での漁撈を行い、また、海に乗り出して遠隔地と交易し

ていました。全国各地に共通した縄文文化を育んだのは、こうした交通・情報・交易網が整

備されていたからでしょう。 

（縄文人は知恵を絞って、特産品を生み出して、なんと活発に生きていたのでしょう。その

縄文人よりはるかに多くの知識や産業技術をもった私たち現代人がこの日本で生きられな

いはずはないと思わずにはいられません。） 

いずれにしても、自然環境に積極的にアプローチして、困難を突破してきたホモ・サピエン

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%92%E3%82%B9%E3%82%A4%E8%A3%BD%E5%8B%BE%E7%8E%89
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スの末裔
まつえい

だけあって、縄文時代の日本人は大型哺乳動物の絶滅という危機を堅果類や林床

植物の栽培や、遠く離れた人々と交易ネットワークを構築し協力し合って、乗り切ったよう

です。 

《日本語のルーツ》 

日本語がどのようにしてでき上っていったかですが、宮崎嘉夫著『日本人と日本語のルー

ツを掘り起こす（考古学から DNA まで）』（2009 年）によりますと、以下のように考えら

れています。 

 日本語は北の言語の祖先である 4 万～2 万年前の石刃・細石刃文化の言語が到来し、それ

が日本語の最古層になり、縄文時代後期から弥生初期の 7000～3000 年前に長江下流域か

らオーストロネシア語系言語が少なくとも 2 回到来しました。それに弥生・古墳時代にツ

ングース語要素を含む扶余語系言語が朝鮮半島西部の言語を経由して到来しました。混合

現象はその都度行われ、扶余語系言語が入ったときも新たに生じたようでした。混合現象を

受容する態勢は双方の言語にあったといえるとしています。南北ともに渡来回数が予想以

上に多く、混合に多くの回数と時間がかけられたかもしれないと述べています。続けて漢語

が入り、江戸時代末期以降、欧米語が入るようになったとのことです。 

https://www.21nssr.org/

